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〈
登
場
人
物
〉 

 

一
遍
（
松
寿
丸
） 

超
一
房 

 
 
 
 

一
遍
の
妻
。 

通
広 

 
 
 
 
 

一
遍
の
父
。 

母 
 
 
 
 
 
 

一
遍
の
母
。 

通
真 

 
 
 
 
 

一
遍
の
兄 

 
 

通
久 

 
 
 
 
 

一
遍
の
叔
父
。 

正
室 

 
 
 
 
 

通
真
の
母
。 

念
仏
房 

 
 
 
 

一
遍
に
仕
え
る
下
人
。 

 

大
日
房 

 
 
 
 

一
遍
の
兄
弟
弟
子 

大
月
房 

 
 
 
 

そ
の
弟
。 

聖
達
（
し
ょ
う
た
つ
）
一
遍
の
師
。 

華
台
（
け
だ
い
） 
 

一
遍
の
兄
弟
子
。 

兵
部
竪
者
重
豪
（
ひ
ょ
う
ぶ
じ
ゅ
し
ゃ
じ
ゅ
う
ご
う
） 

僧
。 

 
目
黒
重
行 

 
 
 

畠
山
重
忠
の
孫
。
問
注
所
で
一
遍
の
詮
議
を
執
り
行
う
。 

 

ハ
ン
ヨ
ン 

 
 
 

高
麗
人
。 

 

武
士
た
ち 

僧
た
ち 

役
人
た
ち 

民
た
ち 

死
者
た
ち 
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〈
シ
ー
ン
１
〉 

 

Ｓ
Ｅ 

拍
子
木
。 

  
 

Ｍ
１ 

「
満
月
の
夜
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

闇
の
中
に
人
々
う
ご
め
く
。 

 
 
 

夜
・
森
の
中
・
高
台
を
築
く
者
た
ち
。 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 

 
 
 

ダ
ン
ス
（
民
衆
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

全
員 

 
 
 

鎌
倉
の
世
に
輝
く 

大
き
な
満
月 

世
が
乱
れ 

争
い
に
疲
れ
た
人
々
を 

照
ら
す 

救
い
は
な
く
、
震
え
な
が
ら
心
を
癒
す 

大
き
な
満
月
の
夜
に 

 

朝
廷
か
幕
府
か
互
い
に
権
力
を
求
め
、
相
争
う
。 

多
く
の
一
族
が
二
つ
に
割
れ
た 

  
 
 

夜
・
城
内
。 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 

 

通
広 

 
 
 

聞
け
、
幕
府
追
討
の
命
が
下
っ
た
。
天
下
を
揺
る
が
す
大
戦
だ
。
逆
賊
を
討
て
。 

兵
１ 

 
 
 

申
し
上
げ
ま
す
。
敵
の
軍
勢
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
味
方
は
三
百
、
敵
は
五
千
を
超
え
る
大
軍
。
ど
う
か
援
軍
を
。 

通
広 

 
 
 

わ
か
っ
た
。
す
ぐ
に
向
か
う
。 

通
真 

 
 
 

父
上
、
こ
の
城
の
守
り
は
ど
う
す
る
の
で
す
。 

通
広 

 
 
 

こ
の
城
は
簡
単
に
は
落
ち
ぬ
。
こ
の
城
は
お
前
に
任
す
。
母
上
を
頼
ん
だ
ぞ
。 

通
真 

 
 
 

は
い
。 

 

全
員 

 
 
 

兄
弟
で
さ
え
も
争
う
時
代 

朝
廷
側
に
つ
い
た
の
は
弟
の
通
広 

そ
し
て
迫
り
来
る
幕
府
の
軍 

味
方
を
救
う
た
め
、
息
子
と
妻
を
置
い
て
城
を
出
た
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

波
の
音
。 
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夜
・
船
の
上
。 

 

兵
２ 

 
 
 

通
久
さ
ま
、
急
が
ね
え
と
嵐
が
来
ま
す
。 

兵
３ 

 
 
 

い
い
ん
で
す
か
。
敵
味
方
に
別
れ
た
と
は
い
え
相
手
は
同
じ
河
野
一
族
で
す
ぜ
。 

通
久 

 
 

 

幕
府
、
朝
廷
、
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
生
き
残
る
為
、
我
ら
は
別
れ
た
。
悲
し
い
か
な
こ
れ
も
宿
命
よ
。
い
い
か
者
ど
も
、

か
つ
て
の
友
も
今
は
敵
と
な
っ
た
。
容
赦
は
無
用
。
我
ら
は
無
敵
の
河
野
水
軍
。
敵
を
討
ち
滅
ぼ
せ
。 

兵
た
ち 

 
 

応
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

波
の
音
。 

 
 
 

夜
・
森
、
行
軍
中
。 

 

兵
１ 

 
 
 

申
し
上
げ
ま
す
、
城
が
敵
に
攻
め
ら
れ
て
い
る
模
様
。 

通
広 

 
 
 

こ
の
嵐
の
中
を
、
何
者
だ
。 

兵
１ 

 
 
 

敵
は
、
通
久
殿
の
率
い
る
河
野
水
軍
。
攻
め
る
勢
い
激
し
く
、
落
城
は
時
間
の
問
題
で
す
。 

通
広 

 
 
 

陽
動
か
。
急
い
で
城
に
戻
る
ぞ
。 

兵
た
ち 

 
 

応
。 

通
広 

 
 
 

御
仏
よ
。
通
真
に
武
運
を
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 
雷
。 

 
 
 

殺
陣
（
通
久
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

全
員 

 
 
 

戦
に
出
た
の
を
狙
い
、
兄
の
通
久
が
城
を
攻
め
る 

憎
ん
で
も
い
な
い
の
に 

争
う
時
代 

大
き
な
満
月
の
夜
に
起
き
た
悲
し
い
結
末 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 

 
 
 

夜
・
城
内
。 

 

通
真 

 
 
 

叔
父
上
。 

通
久 

 
 
 

通
真
か
。 

通
真 

 
 
 

兵
を
引
い
て
く
だ
さ
い
。 

通
久 

 
 
 

馬
鹿
者
。
戦
場
で
は
一
切
の
情
を
捨
て
ろ
、
目
の
前
に
い
る
の
は
敵
だ
。
女
子
供
で
あ
ろ
う
と
容
赦
す
る
な
。 

通
真 

 
 
 

こ
の
城
は
渡
さ
な
い
。 

  
 
 

通
真
、
立
ち
は
だ
か
る
。 
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正
室 

 
 
 

通
久
様
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

通
久 

 
 
 

邪
魔
だ
。 

  
 
 

正
室
、
斬
ら
れ
る
。 

 

通
真 

 
 
 

母
上
。 

通
久 

 
 
 

者
ど
も
引
き
上
げ
だ
、
城
に
火
を
放
て
。 

兵
た
ち 

 
 

応
。 

通
真 

 
 
 

畜
生
。 

 
 
 
 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

炎
の
音 

 
 
 

通
真
、
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
）
。 

 
全
員 

 
 
 

情
を
捨
て
た
通
久
は
、
目
の
前
で
母
親
を
殺
す 

世
を
憎
み
、
通
久
を
憎
む
の
は 

通
真 

城
は
炎
に
包
ま
れ
、
憎
し
み
と
と
も
に
燃
え
る 

 

夜
・
城
内
・
燃
え
盛
る
炎
の
中
で
。 

 

通
広 

 
 
 

無
事
か
。 

通
真 

 
 
 

母
上
が
。 

通
広 

 
 
 

そ
れ
も
武
家
に
生
ま
れ
た
宿
命
。 

通
真 

 
 
 

そ
ん
な
の
嫌
で
す
。 

通
広 

 
 
 

通
真
、
つ
ら
い
だ
ろ
う
が
・
・
・
。 

通
真 

 
 
 

私
は
絶
対
に
忘
れ
ま
せ
ん
今
日
起
き
た
こ
と
。
母
上
の
こ
と
を
。 

兵
１ 

 
 
 

申
し
上
げ
ま
す
。
京
が
敵
の
手
に
落
ち
ま
し
た
。 

通
広 

 
 
 

後
鳥
羽
院
は
？ 

兵
１ 

 
 
 

す
で
に
捕
え
ら
れ
た
模
様
で
す
。 

通
広 

 
 
 

そ
う
か
。
皆
、
武
器
を
捨
て
よ
。
戦
は
終
わ
っ
た
。 

通
真 

 
 
 

ま
だ
だ
、
母
上
の
仇
を
取
る
。 

通
広 

 
 
 

な
ら
ぬ
。
こ
れ
以
上
、
一
族
同
士
で
殺
し
合
い
を
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
ん
。
我
ら
は
負
け
た
の
だ
。 

通
真 

 
 
 

な
ら
ば
、
い
っ
そ
自
害
し
て
果
て
ま
し
ょ
う
。 

通
広 

 
 
 

通
真
。
生
き
る
の
だ
。 

通
真 

 
 
 

戦
う
こ
と
も
出
来
ず
、
何
が
サ
ム
ラ
イ
だ
。 
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通
広 

 
 
 

そ
れ
で
も
生
き
る
の
だ
。 

  
 
 

通
広
、
触
れ
よ
う
と
す
る
。
通
真
、
拒
む
。 

 
 
 

通
真
振
り
返
る
。
通
真
、
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
） 

 

通
真 

 
 

 

叔
父
が
母
を
殺
し
、
父
は
そ
の
叔
父
と
和
解
し
た
。
父
は
新
た
に
妻
を
娶
っ
た
。
こ
の
世
の
ど
こ
に
道
理
が
あ
る
。
全

て
が
狂
っ
て
い
る
。
い
や
、
狂
っ
て
い
た
の
だ
、
最
初
か
ら
。
ま
さ
に
末
法
の
世
だ
。 

  
 
 

母
、
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 

 

全
員 

 
 
 

幕
府
は
勝
利
を
収
め
権
力
を
握
っ
て
い
っ
た 

通
広
は
新
し
い
妻
を
娶
り
、
運
命
の
子
を
授
か
る 

大
き
な
満
月
の
夜
に 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

赤
ん
坊
の
泣
き
声
。 

 

Ｎ 
 
 
 
 

後
に
慈
愛
の
人
と
呼
ば
れ
る
そ
の
人
の
名
は
一
遍 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 
雷
鳴
。 

  
 

Ｍ
１
・
５ 
「
世
界
に
届
く
ま
で
１
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

一
遍
、
登
場
。 

一
遍
、
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
） 

  

一
遍 

 
 
 

こ
こ
ろ
の
う
ち
に 

人
知
れ
ず
と
も
る
光
が 

 
 
 
 
 

今
は
ま
だ
弱
く
と
も 

行
く
先
を
照
ら
し
て
く 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
鳴
。 

 

Ｎ 
 
 
 
 

し
か
し
そ
れ
は
ま
だ
先
の
話
。
物
語
が
始
ま
る
の
は
一
遍
が
ま
だ
松
寿
丸
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
の
話
。 

 

Ｓ
Ｅ 

拍
子
木
。 

 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 



「一遍-dancing monk ippen-」 

7 

 

〈
シ
ー
ン
２
〉 

少
年
一
遍
（
松
寿
丸
）
一
二
三
九
。 

朝
・
屋
敷
の
外 

  
 
 

民
衆
た
ち
と
相
撲
を
と
っ
て
い
る
。 

 

念
仏
房 

 
 

今
日
こ
そ
、
勝
た
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ
、
松
寿
丸
様
。 

松
寿
丸 

 
 

今
日
は
祭
り
だ
、
遠
慮
は
い
ら
ん
。 

念
仏
房 

 
 

荷
物
持
ち
で
鍛
え
た
足
腰
を
甘
く
見
る
と
痛
い
目
見
ま
す
よ
。 

松
寿
丸 

 
 

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
う
る
せ
え
、
か
か
っ
て
こ
い
。 

民
衆 

 
 
 

の
こ
っ
た
ー
。 

  
 
 

民
衆
、
歓
声
。 

 
 
 

通
久
、
通
真
、
通
広
サ
ス
（
上
前
、
下
前
、
セ
ン
タ
ー
前
） 

 
 
 

朝
・
屋
敷
の
一
室
に
て
。 

 
通
真 

 
 
 

お
久
し
ぶ
り
で
す
、
叔
父
上
。 

通
久 

 
 
 

通
真
か
。
久
し
い
な
。 

通
真 

 
 
 

え
え
。
ま
た
こ
う
し
て
お
会
い
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

通
久 

 
 
 

敵
味
方
に
別
れ
た
の
は
一
族
の
為
、
武
士
に
生
れ
つ
い
た
宿
命
。 

通
真 
 
 
 

も
ち
ろ
ん
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
父
も
、
私
も
。 

通
広 

 
 
 

過
去
に
興
じ
る
の
も
い
い
が
。
今
日
は
未
来
に
つ
い
て
話
そ
う
。 

通
久 

 
 
 

そ
う
だ
っ
た
な
。
家
督
を
誰
が
継
ぐ
か
。
順
当
に
い
け
ば
通
真
だ
と
思
う
が
。 

通
真 

 
 
 

松
寿
丸
に
も
そ
の
資
格
は
あ
る
で
し
ょ
う
。 

通
久 

 
 
 

分
け
る
か
、
領
地
を
。 

通
広 

 
 
 

承
久
の
乱
以
降
の
当
家
の
状
況
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
。 

通
久 

 
 
 

な
ら
ば
決
め
ね
ば
な
ら
ん
な
。
通
真
か
、
松
寿
丸
か
。 

通
広 

 
 
 

家
督
を
継
ぐ
の
は
・
・
・
通
真
。 

通
久 

 
 
 

松
寿
丸
は
ど
う
す
る
。 

通
広 

 
 
 

仏
門
に
入
れ
る
。 

  
 
 

朝
・
屋
敷
の
外
。 

 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 
 
 

松
寿
丸
、
念
仏
房
を
投
げ
飛
ば
す
。
民
衆
、
歓
声
。 

 

松
寿
丸 

 
 

ど
う
だ
。 



「一遍-dancing monk ippen-」 

8 

念
仏
房 

 
 

参
っ
た
。
さ
す
が
は
松
寿
丸
様
。 

松
寿
丸 

 
 

当
た
り
前
だ
。
俺
は
ど
ん
な
時
も
己
の
力
で
道
を
切
り
開
く
。
い
い
か
、
俺
の
事
は
御
屋
形
様
と
呼
べ
。 

念
仏
房 

 
 

は
い
。
御
屋
形
様
。 

  
 
 

松
寿
丸
、
念
仏
房
に
手
を
貸
し
起
こ
し
て
や
る
。 

 
 
 

民
衆
達
と
退
場
。 

 
 
 

そ
れ
を
見
送
る
母
、
通
真
が
近
づ
く
。 

 

通
真 

 
 
 

母
上
。
河
野
家
の
家
督
に
つ
い
て
父
上
と
話
し
ま
し
た
。 

母 
 
 
 
 

そ
う
で
す
か
。 

通
真 

 
 
 

気
に
な
り
ま
す
か
、
我
が
子
、
松
寿
丸
の
今
後
が
。 

母 
 

 
 

 

通
真
様
。
私
は
ど
う
な
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
ど
う
か
松
寿
丸
だ
け
は
。
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
か
あ
の
子
だ
け
は
。 

通
真 

 
 
 

母
上
は
松
寿
丸
を
愛
し
て
い
る
の
で
す
ね
。 

母 
 
 
 
 

通
真
様
、
ど
う
し
た
の
で
す
。
通
真
様
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

殴
る
。 

 
 
 

通
真
、
母
を
殴
る
。
そ
し
て
首
を
絞
め
る
。 

 

通
真 

 
 
 

松
寿
丸
の
こ
と
は
任
せ
て
く
だ
さ
い
。
母
上
。 

  
 
 

昼
前
・
屋
敷
の
一
室
に
て
。 

 
 
 

通
久
、
通
広
サ
ス
（
上
前
、
下
前
） 

 

通
久 

 
 
 

通
真
は
危
険
だ
。 

通
広 

 
 
 

そ
の
た
め
に
松
寿
丸
を
仏
門
へ
入
れ
る
の
で
す
。 

通
久 

 
 
 

厳
し
い
道
だ
。 

通
広 

 
 
 

家
に
残
れ
ば
争
い
は
避
け
ら
れ
な
い
。
一
人
で
も
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
ら
ね
ば
。 

通
久 

 
 
 

兄
と
弟
が
争
い
殺
し
合
う
、
嫌
な
時
代
だ
。 

通
広 

 
 
 

え
え
、
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

通
久 

 
 
 

そ
れ
は
そ
う
と
我
が
娘
の
こ
と
も
話
し
て
お
き
た
い
。 

通
広 

 
 
 

娘
？ 

通
久 

 
 
 

二
つ
に
割
れ
た
河
野
家
を
一
つ
に
す
る
策
を
考
え
ね
ば
な
ら
ん
。 

 

〈
シ
ー
ン
３
〉 
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通
真
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
） 

 

通
真 

 
 
 

人
は
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
死
こ
そ
全
て
。
美
し
い
。
死
か
ら
は
誰
も
逃
れ
ら
れ
な
い
。 

 

昼
・
屋
敷
の
外
。 

 
 
 

松
寿
丸
登
場
。 

 

通
真 

 
 
 

松
寿
丸
。
落
ち
着
い
て
聞
い
て
ほ
し
い
。 

松
寿
丸 

 
 

兄
上
。
ど
う
し
た
の
で
す
。
何
か
あ
っ
た
の
で
す
か
？ 

通
真 

 
 
 

あ
あ
、
お
前
の
母
上
が
。 

松
寿
丸 

 
 

母
上
が
？ 

通
真 

 
 
 

亡
く
な
ら
れ
た
。 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 
松
寿
丸 

 
 

な
ぜ
。 

通
真 

 
 
 

御
病
気
だ
。 

松
寿
丸 

 
 

母
上
。 

通
真 

 
 
 

こ
れ
で
お
前
も
俺
と
同
じ
だ
。 

  
 
 

通
真
、
退
場
。 

 
 
 

松
寿
丸
、
通
広
、
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
タ
ー
前
） 

 

松
寿
丸 

 
 

父
上
、
母
上
が
。 

通
広 

 
 
 

あ
あ
。 

松
寿
丸 

 
 

な
ぜ
人
は
死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。 

通
広 

 
 
 

そ
れ
が
人
の
宿
命
だ
。 

松
寿
丸 

 
 

そ
ん
な
の
嫌
で
す
。
ず
っ
と
母
上
と
一
緒
に
。 

通
広 

 
 

 

松
寿
丸
、
心
を
強
く
持
て
。
強
く
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
強
く
な
る
ん
だ
、
松
寿
丸
。
強
く
な
っ
て
、
何
が
あ

っ
て
も
生
き
て
、
生
き
て
、
生
き
抜
け
。 

松
寿
丸 

 
 

母
上
。 

通
広 

 
 
 

聞
け
、
松
寿
丸
。
お
前
は
こ
の
家
を
出
て
仏
門
に
入
る
の
だ
。 

松
寿
丸 

 
 

僕
を
捨
て
る
の
で
す
か
。 

通
広 

 
 
 

お
前
に
残
さ
れ
た
道
は
、
そ
れ
し
か
な
い
。 
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Ｍ
１
・
７ 

「
世
界
に
届
く
ま
で
２
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
遍 

 
 
 

ど
う
し
て
生
き
る 

誰
に
も
求
め
ら
れ
ず
に 

 
 
 
 
 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
も 

 

わ
か
ら
な
い
な
に
ひ
と
つ 

  
 
 

通
広
退
場
。 

 
 
 

松
寿
丸
、
一
人
座
り
込
む
。 

 
 
 

超
一
房
、
登
場
。 

 

超
一
房 

 
 

な
ぜ
泣
い
て
い
る
の
？ 

松
寿
丸 

 
 

・
・
・
。 

超
一
房 

 
 

悲
し
い
の
？ 

松
寿
丸 

 
 

俺
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
。
母
上
は
死
に
父
上
は
僕
を
捨
て
た
。 

超
一
房 

 
 

父
上
が
言
っ
て
た
。
人
は
い
つ
も
一
人
だ
っ
て
。 

松
寿
丸 

 
 

ほ
っ
と
い
て
く
れ
。
こ
の
苦
し
み
は
俺
だ
け
の
も
の
だ
。 

超
一
房 

 
 

私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
だ
っ
て
み
ん
な
い
る
か
ら
。 

松
寿
丸 

 
 

誰
も
い
な
い
。 

超
一
房 

 
 
そ
れ
は
き
っ
と
目
を
閉
じ
て
い
る
か
ら
。 

松
寿
丸 
 
 

お
前
、
名
は
？ 

超
一
房 

 
 

超
一
。 

松
寿
丸 

 
 

超
一
。 

超
一
房 

 
 

あ
な
た
は
？ 

松
寿
丸 

 
 

松
寿
丸
。 

超
一
房 

 
 

さ
あ
、
立
っ
て
。 

松
寿
丸 

 
 

今
は
そ
ん
な
気
分
じ
ゃ
な
い
。 

超
一
房 

 
 

人
は
二
本
の
足
で
立
っ
て
い
る
か
ら
人
な
の
よ
。 

松
寿
丸 

 
 

じ
ゃ
あ
座
っ
て
い
る
と
き
は
人
じ
ゃ
な
い
の
か
。 

超
一
房 

 
 

座
っ
て
い
る
と
き
は
お
猿
よ
。 

松
寿
丸 

 
 

寝
て
る
と
き
は
。 

超
一
房 

 
 

う
し
。 

 

松
寿
丸
、
立
ち
あ
が
る
。 

 

超
一
房 

 
 

さ
あ
、
涙
を
拭
い
て
。 

松
寿
丸 

 
 

泣
い
て
な
ん
か
い
な
い
。 
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超
一
房 

 
 

あ
な
た
嘘
つ
き
な
の
ね
。 

  
 
 

超
一
房
、
松
寿
丸
の
涙
を
拭
っ
て
や
る
。 

 
 
 

松
寿
丸
、
ソ
ッ
ポ
を
向
き
、
離
れ
る
。 

 
 
 

超
一
房
、
忍
び
寄
り
、
脇
腹
を
く
す
ぐ
る
。 

 

超
一
房 

 
 

よ
し
よ
し
よ
し
。 

松
寿
丸 

 
 

や
め
ろ
よ
。 

  
 
 

松
寿
丸
、
振
り
払
う
。 

 
 
 

超
一
房
、
笑
う
。 

 

松
寿
丸 

 
 

何
す
る
ん
だ
よ
。 

超
一
房 

 
 

だ
っ
て
。
笑
わ
な
い
か
ら
。 

松
寿
丸 

 
 

へ
ん
な
や
つ
だ
な
。 

超
一
房 

 
 

よ
く
言
わ
れ
る
。 

松
寿
丸 

 
 

あ
り
が
と
う
。 

  
 

Ｍ
２ 
「
世
界
は
広
が
っ
て
い
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

超
一
房 

 
 

何
が
？ 

松
寿
丸 

 
 

な
ん
で
も
な
い
よ
。 

超
一
房 

 
 

へ
ん
な
や
つ
。 

松
寿
丸 

 
 

い
つ
の
日
か
、
こ
の
苦
し
み
も
悲
し
み
も
忘
れ
て
し
ま
う
時
が
来
る
の
か
な
。 

 

超
一
房 

 
 

い
つ
か
は 

忘
れ
る
わ 
こ
の
悲
し
み 

に
じ
ん
だ 

思
い
出
が 
渇
い
て
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

心
の 

傷
だ
っ
て 

癒
さ
れ
る
わ 

思
い
出
す 

い
つ
で
も 

あ
な
た
が
い
た
こ
と 

 

超
一
房 

 
 

な
ん
て
、
あ
ん
た
に
は
ま
だ
早
い
か
。 

松
寿
丸 

 
 

子
供
扱
い
す
る
な
。 

超
一
房 

 
 

あ
ん
た
子
供
じ
ゃ
な
い
。 

  
 
 

松
寿
丸
、
超
一
房
を
追
い
か
け
る
。 
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二
人 

 
 
 

涙 

こ
ぼ
れ
て
も 

君
が 

い
て
く
れ
た
ね 

悲
し
み
も 

痛
み
も 

抱
き
し
め
て
く
れ
た 

涙 

も
う 

渇
い
た
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ま
た 

歩
き
だ
す 

君
と
出
会
う 

そ
の
日
を
信
じ
た
ら 

 
 

人
は 

一
人
じ
ゃ 

い
ら
れ
な
い 

さ
あ
目
を 

開
い
て 

 

あ
な
た
の 

前
に 

世
界
は 

広
が
っ
て
い
る
の 

 

松
寿
丸 

 
 

俺
は
仏
門
に
入
る
。 

超
一
房 

 
 

気
を
つ
け
て
、
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。 

松
寿
丸 

 
 

お
前
も
。 

超
一
房 

 
 

祈
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
無
事
を
。
心
か
ら
。 

松
寿
丸 

 
 

あ
あ
。 

超
一
房 

 
 

忘
れ
な
い
で
、
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
。
何
が
あ
っ
て
も
。 

 
Ｓ
Ｅ 

拍
子
木
。 

 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 
Ｉ
Ｎ
。 

 

〈
シ
ー
ン
４
〉 

朝
・
寺
に
行
く
ま
で
の
道
中
。 

 

民
衆
１ 

 
 

大
変
だ
、
大
変
だ
。
河
野
家
の
跡
継
ぎ
が
決
ま
っ
た
ぞ
。 

民
衆
２ 

 
 

本
当
か
。 

民
衆
１ 

 
 

間
違
い
な
い
。
通
真
様
が
跡
を
継
ぐ
。 

民
衆
３ 

 
 

で
は
弟
の
松
寿
丸
様
は
ど
う
な
る
。 

民
衆
１ 

 
 

ど
う
や
ら
仏
門
に
入
る
ら
し
い
。 

民
衆
４ 

 
 

口
減
ら
し
か
。 

民
衆
１ 

 
 

あ
あ
、
承
久
の
乱
で
敗
れ
て
以
降
、
河
野
家
の
力
は
目
に
見
え
て
衰
え
た
。 

民
衆
５ 

 
 

か
つ
て
の
栄
光
は
失
わ
れ
、
嫡
子
以
外
に
は
受
け
継
ぐ
財
産
も
な
い
。 

民
衆
３ 

 
 

ま
さ
に
諸
行
無
常
。 

Ｎ 
 
 
 
 

松
寿
丸
は
寺
に
修
行
に
出
さ
れ
た
。
下
男
と
共
に
。
武
士
と
し
て
の
生
活
は
も
う
な
い
。
寺
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
る
。 

  
 
 

一
遍
、
念
仏
房
が
道
中
を
歩
い
て
行
く
。 

Ｓ
Ｅ 

太
鼓
。 
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〈
シ
ー
ン
５
〉
朝
・
寺
の
庭 

  
 
 

聖
達
、
華
台
登
場
。 

 

松
寿
丸 

 
 

着
い
た
あ
。 

念
仏
房 

 
 

も
う
ダ
メ
、
限
界
、
倒
れ
る
。 

聖
達 

 
 
 

寺
へ
よ
う
こ
そ
。
私
は
聖
達
。
歓
迎
し
ま
す
よ
。 

松
寿
丸 

 
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

聖
達 

 
 
 

今
日
か
ら
あ
な
た
た
ち
は
仏
に
仕
え
る
身
。
ま
ず
は
名
前
を
与
え
ま
し
ょ
う
。 

念
仏
房 

 
 

名
前
？
食
べ
も
の
じ
ゃ
な
く
て
。 

聖
達 

 
 
 

あ
な
た
は
念
仏
房
と
名
乗
り
な
さ
い
。
松
寿
丸
、
あ
な
た
は
一
遍
と
名
乗
り
な
さ
い
。 

松
寿
丸 

 
 

一
遍
。 

聖
達 

 
 

 

そ
れ
が
あ
な
た
の
名
前
で
す
。
何
も
心
配
は
い
ら
な
い
。
私
と
あ
な
た
の
父
上
は
兄
弟
弟
子
の
間
柄
。
父
上
の
代
わ
り

と
思
っ
て
な
ん
で
も
相
談
し
な
さ
い
。 

一
遍 

 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

念
仏
房 

 
 

あ
の
。
オ
イ
ラ
、
腹
ペ
コ
で
す
。 

聖
達 

 
 
 

華
台
。 

華
台 

 
 
 

は
い
。 

聖
達 
 
 
 

彼
は
華
台
。
あ
な
た
た
ち
の
兄
弟
子
で
す
。 

華
台 

 
 
 

私
は
こ
の
寺
で
若
い
僧
た
ち
の
生
活
全
般
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。 

聖
達 

 
 
 

で
は
華
台
。
後
は
頼
み
ま
し
た
よ
。 

  
 
 

聖
達
退
場
。 

 

華
台 

 
 
 

お
任
せ
く
だ
さ
い
。
さ
あ
お
前
た
ち
寺
を
案
内
し
よ
う
。 

  
 
 

三
人
退
場
。 

 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 
 
 

大
日
房
、
登
場
。
掃
除
を
さ
ぼ
っ
て
い
る
。 

 
 
 

大
月
房
、
登
場
。 

 

大
月
房 

 
 

兄
者
、
兄
者
、
兄
者
。 

大
日
房 

 
 

ど
う
し
た
そ
ん
な
に
騒
い
で
。 

大
月
房 

 
 

近
々
、
托
鉢
が
あ
る
ぞ
。 
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大
日
房 

 
 

本
当
か
。 

大
月
房 

 
 

あ
あ
、
間
違
い
な
い
、
さ
っ
き
聖
達
様
た
ち
が
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。 

大
日
房 

 
 

盗
み
聞
き
か
。 

大
月
房 

 
 

偶
然
さ
。
で
も
楽
し
み
だ
な
。
母
ち
ゃ
ん
に
も
会
え
る
ぞ
。 

大
日
房 

 
 

は
し
ゃ
ぎ
過
ぎ
る
な
よ
。 

大
月
房 

 
 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
新
入
り
が
来
る
ら
し
い
ぞ
。 

大
日
房 

 
 

新
入
り
？ 

大
月
房 

 
 

来
た
ぞ
。
噂
の
新
入
り
だ
。 

  
 
 

一
遍
、
念
仏
房
、
登
場
。 

 

大
日
房 

 
 

俺
の
名
前
は
大
日
房
。 

大
月
房 

 
 

俺
は
大
月
房
。 

一
遍 

 
 
 

そ
れ
が
ど
う
し
た
。 

大
日
房 

 
 

こ
こ
で
は
俺
が
先
輩
だ
。 

大
月
房 

 
 

わ
か
っ
た
か
新
入
り
。 

一
遍 

 
 

 

い
い
だ
ろ
う
ク
ソ
チ
ビ
ど
も
。
昨
日
ま
で
は
お
前
が
幅
を
利
か
せ
て
い
た
。
が
、
今
日
か
ら
は
違
う
。
俺
が
来
た
か
ら

だ
。
わ
か
っ
た
か
。 

大
月
房 
 
 

な
か
な
か
威
勢
が
い
い
な
新
入
り
。 

一
遍 
 
 
 

そ
っ
ち
こ
そ
い
い
度
胸
だ
、
褒
め
て
や
る
。 

大
日
房 

 
 

勘
違
い
す
る
な
よ
新
入
り
。
俺
は
説
法
よ
り
も
力
づ
く
の
方
が
得
意
な
ん
だ
。 

一
遍 

 
 
 

気
が
合
う
な
。
俺
も
そ
っ
ち
の
方
が
得
意
だ
。 

大
日
房 

 
 

ど
っ
ち
が
従
う
か
、
は
っ
き
り
さ
せ
て
や
る
。 

一
遍 

 
 
 

退
屈
せ
ず
に
す
み
そ
う
だ
な
。
来
い
。 

 

殺
陣
（
喧
嘩
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

華
台
登
場
。 

 

華
台 

 
 
 

お
前
た
ち
。
何
を
し
て
い
る
の
で
す
。 

大
日
房 

 
 

華
台
様
。 

華
台 

 
 
 

大
日
房
。 

大
日
房 

 
 

は
い
。 

華
台 

 
 
 

大
月
房
。 

大
月
房 

 
 

は
い
。 

華
台 

 
 
 

ま
た
お
前
た
ち
の
仕
業
で
す
か
。 
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大
月
房 

 
 

華
台
様
、
こ
れ
に
は
事
情
が
。 

華
台 

 
 
 

お
黙
り
な
さ
い
。 

大
月
房 

 
 

は
い
。 

華
台 

 
 
 

罰
と
し
て
、
境
内
の
掃
除
を
命
じ
ま
す
。 

大
月
房 

 
 

は
い
。 

華
台 

 
 
 

そ
れ
か
ら
、
托
鉢
に
は
参
加
し
な
く
て
構
い
ま
せ
ん
。 

大
日
房 

 
 

そ
れ
は
。 

華
台 

 
 
 

黙
ら
っ
し
ゃ
い
。
し
ば
ら
く
の
間
、
外
出
は
禁
止
し
ま
す
。 

大
日
房 

 
 

は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。 

念
仏
坊 

 
 

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
こ
れ
で
一
件
落
着
で
す
ね
。 

一
遍 

 
 
 

華
台
様
。 

華
台 

 
 
 

な
ん
で
す
か
一
遍
。
私
の
処
分
に
不
満
で
も
。 

一
遍 

 
 
 

は
い
、
不
満
が
あ
り
ま
す
。 

念
仏
房 

 
 

ち
ょ
っ
と
。 

一
遍 

 
 

 

こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
不
公
平
で
す
。
今
回
の
諍
い
に
は
私
に
も
原
因
が
あ
り
ま
す
。
片
方
だ
け
を
一
方
的
に
罰
す
る
の

は
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
私
も
罰
を
受
け
ま
す
。 

大
日
房 

 
 

お
前
。 

華
台 

 
 
 

し
か
し
あ
な
た
は
こ
こ
に
来
た
ば
か
り
の
身
。 

一
遍 

 
 

 
同
じ
過
ち
を
犯
し
た
者
が
同
じ
罰
を
受
け
る
の
は
当
然
で
す
。
私
を
重
く
罰
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
大
日
房
と
大
月
房

の
罰
も
軽
く
し
て
く
だ
さ
い
。 

華
台 

 
 

 

い
い
で
し
ょ
う
。
自
ら
を
罰
し
た
い
の
な
ら
ば
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
一
遍
、
念
仏
房
、
あ
な
た
に
も
同
じ
罰
を
与
え
ま

し
ょ
う
。
境
内
の
掃
除
と
謹
慎
、
い
い
で
す
ね
。 

一
遍 

 
 
 

は
い
。 

  
 
 

華
台
、
退
場
。 

 
 
 

大
月
房
、
大
日
房
、
一
遍
、
掃
除
を
始
め
る
。 

 
 
 

念
仏
房
、
い
や
い
や
な
が
ら
掃
除
を
始
め
る
。 

 

大
日
房 

 
 

悪
か
っ
た
な
。
俺
た
ち
の
せ
い
で
。 

念
仏
房 

 
 

そ
う
だ
よ
。
全
く
。 

一
遍 

 
 
 

念
仏
房
。
い
い
ん
だ
、
気
に
す
る
な
。 

大
月
房 

 
 

ふ
も
と
の
村
に
母
ち
ゃ
ん
が
い
る
ん
だ
。
托
鉢
の
時
、
会
え
る
の
が
楽
し
み
で
な
。 

一
遍 

 
 
 

そ
う
だ
っ
た
の
か
。 

大
日
房 

 
 

ま
あ
、
い
い
さ
。
華
台
様
の
お
怒
り
が
お
さ
ま
れ
ば
、
ま
た
会
え
る
。 

一
遍 

 
 
 

母
上
か
。 
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大
日
房
、
一
遍
に
握
手
を
求
め
る
。
一
遍
、
手
を
握
る
。 

 
 
 

時
間
経
過
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
仲
良
く
な
っ
て
い
く
過
程
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

念
仏
坊
、
大
月
房
、
登
場
。 

 

念
仏
房 

 
 

し
か
し
さ
あ
、
こ
の
寺
の
飯
は
な
ん
だ
っ
て
あ
ん
な
に
ま
ず
い
ん
だ
。 

大
月
房 

 
 

あ
り
が
た
く
食
え
。
ふ
も
と
の
村
じ
ゃ
食
う
も
ん
も
満
足
に
ね
え
。
け
ど
、
そ
れ
で
も
仏
に
仕
え
る
俺
達
に
っ
て
も
ら

っ
た
食
い
も
ん
な
ん
だ
。 

念
仏
房 

 
 

仕
方
ね
え
だ
ろ
、
ま
ず
い
も
ん
は
ま
ず
い
ん
だ
か
ら
さ
。
だ
い
た
い
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
謹
慎
が
解
け
る
ん
だ
よ
。
も

う
一
月
だ
ぞ
。
十
分
反
省
し
た
よ
。 

大
月
房 

 
 

知
る
か
よ
。 

念
仏
房 

 
 

俺
も
托
鉢
行
っ
て
み
た
い
よ
。
ち
ょ
っ
と
で
い
い
か
ら
下
界
に
降
り
た
い
。
下
界
の
空
気
を
吸
い
た
い
。 

大
月
房 

 
 

う
る
せ
え
。 

念
仏
房 

 
 

そ
う
だ
、
聖
達
様
の
肩
を
揉
み
に
い
こ
う
。
な
、
行
こ
う
。 

大
月
房 

 
 

勝
手
に
し
ろ
。 

念
仏
房 

 
 

す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
ぞ
。
聖
達
様
、
肩
を
お
揉
み
し
ま
す
。
あ
ら
、
あ
り
が
と
う
念
仏
房
。
気
が
利
き
ま
す
ね
。
い

え
い
え
、
こ
の
く
ら
い
当
然
で
す
。
あ
、
聖
達
様
、
凝
っ
て
ま
す
ね
。
あ
ー
そ
こ
そ
こ
。
念
仏
房
、
あ
な
た
の
罪
は
許

し
ま
し
ょ
う
。
じ
ゃ
あ
謹
慎
は
？
解
き
ま
し
ょ
う
。
ご
は
ん
を
美
味
し
く
し
て
下
さ
い
。
当
然
で
す
。
や
っ
た
ー
。
そ

れ
と
聖
達
様
、
ひ
と
つ
ご
相
談
な
ん
で
す
が
、
御
屋
形
様
の
謹
慎
は
長
め
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
い
や
、
悪
い

人
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
や
ん
ち
ゃ
が
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
性
格
が
ひ
ね
く
れ

て
る
ん
で
す
よ
ね
。
い
や
、
決
し
て
悪
い
人
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
。
性
根
が
腐
っ
て
る
っ
て
い
う
か
。
ど
う
し
て
あ

あ
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。
不
思
議
で
す
よ
ね
。 

  
 
 

念
仏
房
が
一
人
芝
居
を
始
め
た
あ
た
り
で
大
月
房
退
場
、
一
遍
登
場
。 

念
仏
房
の
様
子
を
見
て
い
る
。 

 

一
遍 

 
 
 

何
が
不
思
議
な
ん
だ
。 

念
仏
房 

 
 

…
…
お
や
。 

一
遍 

 
 
 

俺
が
ど
う
し
た
っ
て
？ 

念
仏
房 

 
 

あ
れ
あ
れ
、
御
屋
形
様
、
い
つ
か
ら
い
た
ん
で
す
か
。
あ
、
肩
も
み
ま
し
ょ
う
か
。 

一
遍 

 
 
 

い
い
よ
。
ほ
ら
、
あ
っ
ち
掃
除
し
て
来
い
。 

念
仏
房 

 
 

は
い
…
…
良
か
っ
た
。
聞
か
れ
て
な
か
っ
た
。 

一
遍 

 
 
 

念
仏
房
、
後
で
話
が
あ
る
。
境
内
の
裏
に
来
い
。 

念
仏
房 

 
 

良
く
な
か
っ
た
。
聞
か
れ
て
た
。 

一
遍 

 
 
 

後
で
な
。 
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念
仏
房 

 
 

は
い
、
後
で
。 

  
 
 

念
仏
房
、
退
場
。 

 
 
 

大
日
房
、
登
場
。 

 

一
遍 

 
 
 

ど
う
し
た
。
し
ょ
ぼ
く
れ
て
。 

大
日
房 

 
 

母
上
が
病
ら
し
い
。
托
鉢
に
行
っ
た
や
つ
か
ら
聞
い
た
。
大
月
房
に
は
伏
せ
て
お
い
て
く
れ
な
い
か
。
折
を
見
て
俺
が

伝
え
る
。
あ
い
つ
は
母
親
想
い
な
や
つ
だ
か
ら
。 

一
遍 

 
 
 

重
い
の
か
？ 

大
日
房 

 
 

わ
か
ら
な
い
。 

一
遍 

 
 
 

確
か
め
に
行
こ
う
。 

大
日
房 

 
 

馬
鹿
言
う
な
。
勝
手
に
寺
を
出
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

一
遍 

 
 
 

家
族
だ
ろ
う
が
。
聖
達
様
に
頼
ん
で
み
よ
う
。 

大
日
房 

 
 

許
可
す
る
は
ず
な
い
。
忘
れ
た
か
、
俺
達
は
謹
慎
の
身
だ
。 

一
遍 

 
 
 

俺
が
頼
ん
で
み
る
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

太
鼓
。 

 

〈
シ
ー
ン
６
〉 
日
が
沈
ん
で
す
ぐ
・
寺
の
一
室
。 

 

一
遍 

 
 
 

聖
達
様
。 

聖
達 

 
 
 

ど
う
し
ま
し
た
。 

一
遍 

 
 
 

大
日
房
と
大
月
房
の
謹
慎
を
解
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

聖
達 

 
 
 

な
ぜ
で
す
。 

一
遍 

 
 
 

あ
い
つ
ら
の
母
上
が
病
な
ん
で
す
。 

聖
達 

 
 
 

そ
れ
は
知
っ
て
い
ま
す
。 

一
遍 

 
 
 

で
は
。 

聖
達 

 
 
 

許
可
は
で
き
ま
せ
ん
。 

一
遍 

 
 
 

二
度
と
会
え
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
。 

聖
達 

 
 
 

彼
ら
は
修
行
の
最
中
。
家
族
に
会
い
に
行
く
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

一
遍 

 
 
 

た
っ
た
一
人
の
母
上
な
ん
で
す
。 

聖
達 

 
 
 

例
え
理
不
尽
で
も
掟
は
掟
。 

一
遍 

 
 
 

納
得
で
き
ま
せ
ん
。 

聖
達 

 
 
 

仏
門
に
生
き
る
者
は
皆
、
仏
法
に
従
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
遍 

 
 
 

そ
ん
な
の
間
違
っ
て
ま
す
。 
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一
遍
、
退
場
。 

 
 
 

華
台
、
登
場
。 

 

聖
達 

 
 
 

華
台
。 

華
台 

 
 
 

は
い
。 

聖
達 

 
 
 

今
晩
は
裏
門
を
開
け
て
お
き
な
さ
い
。 

  
 

Ｍ
３ 

「
慈
悲
の
種
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

華
台 

 
 
 

し
か
し
。 

聖
達 

 
 
 

よ
い
の
で
す
。 

華
台 

 
 
 

わ
か
り
ま
し
た
。 

  
 
 

華
台
退
場
。 

 

聖
達 

 
 
 

如
仏
、
あ
の
子
は
ま
る
で
・
・
・
。 

 

聖
達 

 
 
 

遠
い 

記
憶
か
ら 

甦
る 

あ
な
た
の
面
影 

浮
か
び
上
が
る 

通
広 

 
 
 

瞳 
奥
に
宿
る 

光 

 

二
人 

 
 
 

あ
ふ
れ
だ
す
時 

き
っ
と 

闇
を
照
ら
す
で
し
ょ
う 

い
つ
か 

土
の
中
で 

種
が 

目
を
覚
ま
す
時 

ど
ん
な 

花
を
咲
か
す
で
し
ょ
う 

 

聖
達 

 
 
 

雨 

降
り
し
き
る
日
も
あ
る 

通
広 

 
 
 

向
か
い
風
を
受
け
て 

聖
達 

 
 
 

大
地 

深
く
根
は
広
が
っ
て 

通
広 

 
 
 

い
つ
し
か 

全
て
が
変
わ
っ
て
ゆ
く 

二
人 

 
 
 

季
節 

め
ぐ
り
花
は 

し
お
れ 

 

枯
れ
て
散
る
時 

種
は 

実
り
宿
る
で
し
ょ
う 

伸
び
る 

螺
旋
の
先 

い
つ
か 

辿
り
着
く
時 

あ
な
た 

何
を
見
る
の
で
し
ょ
う 
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旅
は 

続
い
て
ゆ
く 

ふ
い
に 

振
り
返
る
時 

そ
こ
が 

ど
こ
か
気
づ
く
で
し
ょ
う 

 

聖
達 

 
 
 

あ
の
子
は
ま
る
で
慈
悲
の
種
で
す
ね
。
ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
る
か
。 

通
広 

 
 
 

楽
し
み
だ
な
。 

聖
達 

 
 
 

え
え
。 

  
 
 

聖
達
、
通
広
退
場
。 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

虫
。 

 

〈
シ
ー
ン
７
〉 

夜
・
寺
の
庭
。 

 

大
月
房 

 
 

嘘
だ
。
母
ち
ゃ
ん
が
病
な
ん
て
。 

大
日
房 

 
 

落
ち
着
け
。 

大
月
房 

 
 

誰
か
ら
聞
い
た
そ
ん
な
噂
、
誰
だ
そ
ん
な
出
鱈
目
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
。
お
前
か
。 

念
仏
房 

 
 

俺
じ
ゃ
な
い
、
く
、
苦
し
い
。 

大
日
房 

 
 

よ
せ
。 

  
 
 

一
遍
、
登
場
。 

 

一
遍 

 
 
 

お
い
、
何
や
っ
て
ん
だ
よ
。 

大
月
房 

 
 

何
だ
と
、
元
は
と
言
え
ば
貴
様
が
。 

一
遍 

 
 
 

会
い
に
行
く
ぞ
、
今
夜
、
寺
を
抜
け
出
す
ん
だ
。 

大
月
房 

 
 

そ
ん
な
こ
と
で
き
る
か
。 

一
遍 

 
 
 

や
る
ん
だ
。
協
力
し
て
や
る
。 

大
月
房 

 
 

本
気
か
。 

大
日
房 

 
 

そ
い
つ
の
言
う
こ
と
に
耳
を
貸
す
な
。 

大
月
房 

 
 

け
ど
兄
者
。 

大
日
房 

 
 

そ
い
つ
は
新
入
り
だ
、
こ
の
寺
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。
話
は
終
わ
り
だ
、
行
く
ぞ
。
明
日
も
早
い
。 

一
遍 

 
 
 

俺
の
母
上
は
死
ん
だ
。
も
う
二
度
と
会
え
な
い
、
寺
を
出
て
も
な
。
会
い
に
行
く
べ
き
だ
。 

大
月
房 

 
 

兄
者
、
俺
は
こ
い
つ
を
信
じ
る
ぞ
。 

一
遍 

 
 
 

行
こ
う
。
念
仏
房
、
お
前
も
つ
い
て
こ
い
。 

念
仏
房 

 
 

え
っ
、
い
や
ち
ょ
っ
と
急
に
体
の
調
子
が
、
あ
、
立
ち
く
ら
み
だ
。
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
。 

一
遍 

 
 
 

い
い
か
ら
来
い
。 

念
仏
房 

 
 

・
・
・
わ
か
り
ま
し
た
。 
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一
遍
、
大
月
房
、
念
仏
房
、
行
こ
う
と
す
る
。 

 

大
日
房 

 
 

待
て
。
俺
も
行
く
。 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

大
月
房 

 
 

兄
者
。 

念
仏
房 

 
 

じ
ゃ
あ
オ
イ
ラ
は
留
守
番
を
。 

一
遍 

 
 
 

念
仏
坊
。 

念
仏
房 

 

・
・
・
は
い
。
仏
様
、
オ
イ
ラ
は
進
ん
で
掟
を
破
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
そ
の
こ
と
だ
け
は
広
い
お
心

の
片
隅
に
、
は
じ
っ
こ
の
日
当
た
り
の
悪
い
と
こ
ろ
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
ど
う
か
・
・
・
待
っ
て
よ
ー
。 

 

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
四
人
、
忍
ん
で
寺
を
抜
け
出
す
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
〈
シ
ー
ン
８
） 

夜
・
大
日
房
た
ち
の
実
家
ま
で
の
道
、
お
よ
び
実
家
前
。 

 
一
遍
、
立
っ
て
い
る
。
念
仏
房
、
登
場
。 

 

念
仏
房 

 
 

ひ
ど
い
で
す
よ
。
置
い
て
い
く
な
ん
て
。 

一
遍 

 
 
 

あ
あ
。 

念
仏
房 

 
 

二
人
は
？ 

一
遍 

 
 
 

中
に
。 

念
仏
房 

 
 

そ
う
で
す
か
。 

  
 
 

大
日
房
、
登
場
。 

 

一
遍 

 
 
 

も
う
い
い
の
か
？ 

大
日
房 

 
 

あ
あ
。 

一
遍 

 
 
 

ど
う
な
ん
だ
。 

大
日
房 

 
 

流
行
り
病
だ
。
た
ぶ
ん
・
・
・
長
く
な
い
。 

一
遍 

 
 
 

そ
う
か
。 

大
日
房 

 
 

何
も
で
き
な
か
っ
た
。
薬
も
、
食
い
物
も
、
何
も
。 

一
遍 

 
 
 

そ
ん
な
こ
と
な
い
。 

念
仏
房 

 
 

祈
祷
で
も
す
る
か
。 
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大
日
房 

 
 

バ
カ
野
郎
、
お
前
の
祈
祷
で
病
が
治
る
か
。 

念
仏
房 

 
 

じ
ゃ
あ
。 

一
遍 

 
 
 

念
仏
房
。 

念
仏
房 

 
 

す
ま
ん
。 

大
日
房 

 
 

い
や
、
い
い
ん
だ
。 

大
月
房 

 
 

母
ち
ゃ
ん
。 

  
 

Ｍ
４ 

「
い
つ
も
い
て
く
れ
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
遍 

 
 
 

い
つ
も
家
に
い
て
く
れ
た
。
そ
こ
に
安
ら
ぎ
が
あ
っ
た
。 

俺
は
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
た
だ
ろ
う 

い
つ
も
笑
っ
て
く
れ
た 

そ
こ
に
優
し
さ
が
あ
っ
た 

そ
れ
は
誰
か
ら
も
与
え
ら
れ
な
い
。 

四
人 

 
 
 

ど
ん
な
に
美
味
し
い
ご
飯
で
も 

ど
ん
な
に
豊
か
な
暮
ら
し
で
も 

ど
ん
な
に
楽
な
人
生
で
も 

そ
れ
は
き
っ
と
得
ら
れ
な
い 

い
つ
も
家
に
い
て
く
れ
て 

い
つ
も
笑
っ
て
く
れ
た
か
ら 

寂
し
く
な
か
っ
た 

貧
し
く
な
か
っ
た 

 
こ
こ
ま
で
生
き
て
こ
れ
た
の
は 

あ
な
た
の
お
か
げ 

こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く 

そ
れ
は
あ
な
た
の
お
か
げ 

 

大
月
房 

 
 

兄
者
。 

大
日
房 

 
 

あ
あ
、
わ
か
っ
て
る
。
何
も
言
わ
な
く
て
い
い
。
一
遍
、
念
仏
房
、
世
話
に
な
っ
た
な
。 

一
遍 

 
 
 

気
に
す
る
な
。 

大
日
房 

 
 

す
ま
な
い
。
大
月
房
、
寺
に
戻
る
ぞ
。 

大
月
房 

 
 

う
ん
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

太
鼓
。 

 

〈
シ
ー
ン
９
〉 

早
朝
・
寺
の
一
室
に
て
。 

  
 
 

一
遍
、
念
仏
房
、
大
日
房
、
大
月
房
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 
 

聖
達
、
華
台
登
場
。 
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聖
達 

 
 
 

皆
、
揃
っ
た
よ
う
で
す
ね
。 

華
台 

 
 
 

は
い
。 

聖
達 

 
 

 

あ
な
た
た
ち
は
修
行
中
の
身
で
あ
り
な
が
ら
寺
の
掟
を
破
り
ま
し
た
。
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
こ
れ
は
厳
し
く

処
罰
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
か
言
い
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

一
遍 

 
 
 

あ
り
ま
せ
ん
。 

聖
達 

 
 
 

よ
ろ
し
い
。 

念
仏
房 

 
 

あ
の
、
オ
イ
ラ
は
無
理
や
り
連
れ
て
行
か
れ
た
と
い
う
か
、
そ
の
。 

華
台 

 
 
 

下
手
な
言
い
訳
は
罪
を
重
く
す
る
ぞ
。 

念
仏
房 

 
 

い
え
、
や
っ
ぱ
り
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

聖
達 

 
 
 

で
は
、
沙
汰
を
言
い
渡
し
ま
す
。 

大
日
房 

 
 

聖
達
様
。
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

聖
達 

 
 
 

何
で
す
か
。 

大
日
房 

 
 

恐
れ
な
が
ら
、
一
遍
は
私
の
為
に
掟
を
破
り
ま
し
た
。
大
月
房
と
私
の
母
が
病
に
倒
れ
た
こ
と
を
知
り
、
何
と
か
し
よ

う
と
、
そ
の
た
め
に
掟
を
破
っ
た
の
で
す
。
ど
う
か
寛
大
な
ご
処
置
を
。 

聖
達 

 
 
 

一
遍
、
そ
う
な
の
で
す
か
。 

一
遍 

 
 
 

い
い
え
、
違
い
ま
す
。 

大
月
房 

 
 

一
遍
、
本
当
の
事
を
言
え
。 

聖
達 

 
 
 

で
は
な
ぜ
掟
を
破
っ
た
の
で
す
か
。
理
由
を
話
し
な
さ
い
。 

一
遍 

 
 

 
月
が
あ
ま
り
に
美
し
い
晩
だ
っ
た
の
で
寺
の
外
へ
出
て
歌
い
た
く
な
っ
た
の
で
す
。
他
の
三
人
を
誘
っ
た
の
も
私
で
す
。

大
日
房
は
新
入
り
の
私
を
庇
お
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

大
日
房 

 
 

一
遍
。 

一
遍 

 
 
 

聖
達
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
正
し
い
ご
判
断
を
。 

大
日
房 

 
 

聖
達
様
。
一
遍
は
私
を
庇
お
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
罪
は
私
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
一
遍
に
は
寛
大
な
ご
処
置
を
。 

聖
達 

 
 

 

も
う
よ
い
。
お
前
た
ち
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
掟
を
破
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
厳
し
い
処
罰
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
一
遍
、
脱
走
を
主
導
し
た
の
は
あ
な
た
で
す
ね
。 

一
遍 

 
 
 

そ
う
で
す
。 

聖
達 

 
 

 

よ
ろ
し
い
、
で
は
一
遍
、
あ
な
た
は
こ
の
寺
か
ら
出
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
他
の
者
は
一
月
の
謹
慎
と
し
ま
す
。
一

遍
、
今
す
ぐ
に
荷
物
を
ま
と
め
な
さ
い
。 

大
日
房 

 
 

聖
達
様
。 

大
月
房 

 
 

ど
う
か
お
考
え
直
し
を
。 

一
遍 

 
 
 

わ
か
り
ま
し
た
。 

  
 
 

一
遍
、
去
ろ
う
と
す
る
。 

 

聖
達 

 
 
 

ま
だ
話
は
終
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
よ
。 
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一
遍 

 
 
 

私
は
追
放
さ
れ
た
身
で
す
。 

聖
達 

 
 
 

追
放
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
一
遍
、
あ
な
た
に
は
華
台
と
共
に
大
宰
府
へ
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

一
遍 

 
 
 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
。 

聖
達 

 
 
 

こ
こ
は
あ
な
た
が
修
行
を
す
る
に
は
少
し
狭
す
ぎ
る
よ
う
で
す
。
大
宰
府
で
修
行
を
積
み
な
さ
い
。 

華
台 

 
 
 

栄
誉
な
こ
と
だ
。
誰
も
が
選
ば
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

聖
達 

 
 

 

大
宰
府
に
は
各
地
か
ら
選
ば
れ
た
若
い
学
僧
や
大
陸
か
ら
海
を
渡
り
様
々
な
人
や
物
が
入
っ
て
く
る
と
聞
き
ま
す
。
一

遍
、
自
ら
を
磨
き
な
さ
い
。
多
く
の
人
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
。 

一
遍 

 
 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  
 
 

一
遍
達
は
け
る
。 

 
華
台 

 
 
 

よ
か
っ
た
の
で
す
か
？
あ
れ
で
。 

聖
達 

 
 
 

ま
あ
、
彼
を
放
り
だ
し
た
ら
世
間
が
迷
惑
す
る
で
し
ょ
う
。 

華
台 

 
 
 

最
初
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
か
？ 

聖
達 

 
 
 

ま
さ
か
。
思
っ
た
よ
り
も
少
し
だ
け
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。 

華
台 

 
 
 

聖
達
様
は
、
あ
の
子
を
、
一
遍
を
ど
う
す
る
お
つ
も
り
で
す
か
？ 

聖
達 
 

 
 

あ
の
子
に
は
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
信
念
を
貫
く
強
さ
。
彼
な
ら
ば
き
っ
と
多
く

の
人
に
御
仏
の
教
え
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

華
台 

 
 
 

し
か
し
彼
は
武
家
の
人
間
。
こ
の
ま
ま
仏
門
に
留
ま
る
で
し
ょ
う
か
。 

聖
達 

 
 
 

仏
門
に
留
ま
る
者
だ
け
が
仏
法
に
生
き
る
人
間
と
は
限
り
ま
せ
ん
よ
。 

華
台 

 
 

 

だ
と
い
い
の
で
す
が
。
私
に
は
一
遍
が
こ
の
ま
ま
で
済
む
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
保
守
的
な
僧
た
ち
も
い
ま
す
。
彼
ら
が

一
遍
を
認
め
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

聖
達 

 
 
 

華
台
、
あ
な
た
が
あ
の
子
を
導
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

華
台 

 
 
 

わ
か
り
ま
し
た
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

拍
子
木
。 

 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

〈
シ
ー
ン
１
０
〉
朝
か
ら
昼
に
か
け
て
の
僧
た
ち
の
修
行
。 

  
 
 

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
（
僧
た
ち
の
修
行
） 
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Ｎ 
 
 
 
 

建
長
三
年
、
一
遍
は
さ
ら
な
る
修
行
の
為
、
九
州
、
大
宰
府
へ
向
か
い
、
旅
立
っ
た
。 

 

〈
シ
ー
ン
１
１
〉
昼
・
寺
の
一
室
に
て
。 

  
 
 

兵
部
、
登
場
。 

 

念
仏
房 

 
 

み
ん
な
、
真
面
目
に
読
経
し
て
ま
す
ね
。 

一
遍 

 
 
 

ク
ソ
真
面
目
に
読
経
ば
か
り
で
、
案
外
大
し
た
こ
と
な
さ
そ
う
だ
な
。 

兵
部 

 
 
 

な
か
な
か
面
白
い
弟
子
で
す
な
。
華
台
殿
。 

華
台 

 
 
 

こ
れ
は
兵
部
殿
。
お
出
迎
え
い
た
だ
け
る
と
は
。 

兵
部 

 
 
 

ま
さ
か
聖
達
様
が
仏
を
愚
弄
す
る
愚
か
者
を
送
り
込
ん
で
く
る
と
は
。
非
常
に
興
味
深
い
。 

華
台 

 
 
 

お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。 

一
遍 

 
 
 

お
い
、
喧
嘩
な
ら
い
つ
で
も
買
う
ぞ
。 

兵
部 

 
 
 

こ
の
恥
知
ら
ず
め
、
読
経
を
軽
ん
じ
、
己
の
分
を
わ
き
ま
え
な
い
愚
か
者
め
、
少
し
懲
ら
し
め
て
や
ろ
う
。 

華
台 

 
 
 

お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

兵
部 

 
 
 

小
僧
、
名
は
？ 

一
遍 

 
 
 

一
遍
。 

兵
部 

 
 
 

我
が
名
は
兵
部
堅
者
重
豪
、
比
叡
山
延
暦
寺
東
塔
桜
本
の
僧
。
い
ざ
、
仏
法
問
答
仕
る
。 

一
遍 

 
 
 

仏
法
問
答
？ 

兵
部 
 
 
 

仏
門
に
生
き
る
者
な
ら
ば
、
見
事
応
え
て
見
せ
よ
。 

一
遍 

 
 
 

上
等
だ
、
来
い
。 

兵
部 

 
 
 

一
遍
に
問
う
。
お
前
は
何
の
た
め
に
生
き
る
。
何
の
た
め
に
死
ぬ
。 

一
遍 

 
 
 

そ
ん
な
の
知
っ
た
こ
と
か
。
俺
は
俺
の
為
に
生
き
る
、
そ
し
て
順
番
が
来
た
ら
死
ぬ
、
そ
れ
だ
け
だ
。 

兵
部 

 
 
 

無
為
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
か
。
な
ら
ば
一
遍
に
問
う
。
な
に
ゆ
え
僧
と
な
っ
た
。 

一
遍 

 
 
 

親
父
の
決
め
た
道
だ
。
俺
の
意
志
で
は
な
い
。 

兵
部 

 
 
 

な
ら
ば
一
遍
に
問
う
。
お
前
の
意
志
は
ど
こ
に
あ
る
。 

一
遍 

 
 
 

そ
ん
な
も
の
は
な
い
。 

兵
部 

 
 
 

仏
法
を
持
た
ず
生
き
よ
う
と
は
、
愚
か
な
り
一
遍
。 

一
遍 

 
 
 

仏
法
が
何
の
役
に
立
つ
。 

華
台 

 
 
 

そ
こ
ま
で
。 

兵
部 

 
 
 

華
台
殿
。 

華
台 

 
 
 

こ
の
問
答
、
勝
負
は
つ
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
以
上
は
互
い
に
得
る
も
の
も
な
い
で
し
ょ
う
。 

兵
部 

 
 
 

そ
の
よ
う
で
す
ね
。
一
遍
、
お
前
は
囚
わ
れ
て
い
る
、
己
と
い
う
小
さ
な
世
界
に
。
そ
れ
で
は
誰
も
救
え
な
い
。 

一
遍 

 
 
 

待
て
。 

 



「一遍-dancing monk ippen-」 

25 

 
 
 

兵
部
、
退
場
。 

 

一
遍 

 
 
 

何
で
す
、
あ
い
つ
？ 

華
台 

 
 
 

彼
は
兵
部
堅
者
重
豪
。
あ
の
若
さ
で
比
叡
山
延
暦
寺
を
代
表
し
て
仏
法
問
答
を
行
う
知
恵
者
だ
。 

一
遍 

 
 
 

仏
法
問
答
。 

華
台 

 
 
 

お
前
は
す
で
に
仏
門
に
生
き
る
者
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
お
前
に
仏
法
問
答
を
挑
ん
だ
。 

一
遍 

 
 
 

そ
ん
な
の
迷
惑
な
だ
け
で
す
。 

華
台 

 
 

 

一
遍
。
お
前
は
何
を
為
す
。
修
行
の
道
を
進
め
ば
人
よ
り
多
く
を
知
り
、
人
よ
り
先
を
見
据
え
、
人
よ
り
大
き
な
も
の

に
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
苦
し
み
の
道
、
孤
独
の
道
だ
。
お
前
は
何
を
胸
に
そ
の
道
を
進
む
？ 

一
遍 

 
 
 

俺
は
父
上
に
言
わ
れ
て
仏
門
に
入
っ
た
だ
け
で
す
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
い
け
ま
せ
ん
か
。 

華
台 

 
 
 

不
足
を
感
じ
て
い
る
の
は
他
な
ら
ぬ
お
前
自
身
で
は
な
い
の
か
。 

一
遍 

 
 
 

俺
が
自
分
自
身
を
物
足
り
な
い
と
？ 

華
台 

 
 
 

感
じ
た
の
で
は
な
い
か
あ
の
男
に
。
あ
こ
が
れ
、
あ
る
い
は
恐
れ
を
。 

一
遍 

 
 
 

違
う
。 

華
台 

 
 
 

偽
る
な
、
一
遍
。 

一
遍 

 
 
 

偽
っ
て
な
ど
い
な
い
。 

華
台 

 
 
 

恐
れ
る
な
、
あ
る
が
ま
ま
受
け
入
れ
れ
ば
い
い
。
全
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。 

一
遍 

 
 
 

あ
る
が
ま
ま
受
け
入
れ
る
。 

華
台 

 
 
 

そ
う
だ
一
遍
。
汝
、
世
界
を
知
れ
。 

  
 

Ｍ
５ 

「
世
界
に
届
く
ま
で
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
遍 

 
 
 

世
界
。 

華
台 

 
 
 

一
遍
よ
。
こ
の
世
は
広
い
。
お
前
が
思
う
よ
り
も
ず
っ
と
。 

一
遍 

 
 
 

な
ら
聞
い
て
や
る
。
こ
の
世
の
広
さ
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
。 

華
台 

 
 
 

日
の
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 

一
遍 

 
 
 

海
な
ら
知
っ
て
い
る
。
俺
は
瀬
戸
内
で
育
っ
た
。 

華
台 

 
 
 

海
を
越
え
た
西
方
に
は
高
麗
、
そ
し
て
宋
の
国
が
あ
る
。 

一
遍 

 
 
 

そ
の
海
は
瀬
戸
内
よ
り
も
広
い
の
か
。 

華
台 

 
 
 

遥
か
に
広
く
、
深
い
。 

一
遍 

 
 
 

そ
の
先
に
は
何
が
あ
る
。 

華
台 

 
 
 

元
。 

一
遍 

 
 
 

元
？ 

華
台 

 
 

 

世
界
で
最
も
広
く
、
強
大
な
騎
馬
民
族
の
国
。
海
を
越
え
た
高
麗
の
国
で
は
王
と
貴
族
た
ち
は
互
い
に
権
力
を
求
め
、

相
争
い
、
民
は
顧
み
ら
れ
ず
、
元
に
蹂
躙
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
。 
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一
遍
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 

 

一
遍 

 
 
 

世
界
は
広
い 

俺
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た 

人
々
の
苦
し
み
を 

人
々
の
悲
し
み
を 

 

華
台 

 
 

 

そ
う
だ
。
一
遍
、
お
前
は
ま
だ
若
い
。
己
を
知
り
、
世
界
を
知
り
、
無
知
を
知
る
の
だ
。
世
は
苦
し
み
、
悲
し
み
に
満

ち
て
い
る
。 

 

一
遍 

 
 
 

人
は 

誰
も
が 

希
望
を
求
め
て 

闘
っ
て
る 

心
の
闇
と 

ひ
と
り 

 

華
台 

 
 
 

一
遍
、
答
え
を
焦
っ
て
は
な
ら
ぬ
。 

一
遍 

 
 
 

希
望
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

華
台 

 
 
 

あ
る
。
人
を
争
い
に
駆
り
立
て
る
の
が
心
で
あ
れ
ば
、
人
を
幸
福
に
導
く
の
も
ま
た
心
。 

一
遍 

 
 
 

仏
の
教
え
が
人
々
を
幸
福
に
導
く
唯
一
の
道
と
言
う
こ
と
で
す
か
。 

華
台 

 
 

 

我
々
僧
や
教
え
が
人
々
を
幸
せ
に
す
る
の
で
は
な
い
。
人
々
が
自
ら
を
幸
せ
に
す
る
の
だ
。
い
ず
れ
わ
か
る
日
が
来
る
。

逃
げ
ず
に
向
き
合
い
続
け
れ
ば
。 

一
遍 

 
 
 

は
い
。 

華
台 
 
 
 

一
遍
。
世
の
人
の
光
と
な
れ
。 

 

一
遍 

 
 
 

争
い 
奪
う
こ
と
も 

与
え
る
こ
と
も
で
き
る 

何
も
知
ら
な
か
っ
た 

小
さ
な
自
分 

こ
の
手 

こ
の
足
で 

今
俺
に
で
き
る
こ
と 

大
地
を
踏
み
し
め 
手
を
か
ざ
し 

俺
は
叫
ぶ 

こ
の
声
が 

世
界
に 

届
く
ま
で 

 

一
遍 

 
 
 

兵
部
。
俺
は
い
つ
か
こ
の
世
の
光
と
な
る
。
人
々
を
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
見
せ
る
ぞ
。 

  
 
 

兵
部
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
） 

 

兵
部 

 
 
 

面
白
い
。
受
け
て
立
と
う
、
ど
ち
ら
が
こ
の
世
を
照
ら
す
光
と
な
る
か
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
ぞ
、
一
遍
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 
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〈
シ
ー
ン
１
２
〉 

一
遍
の
迷
い
の
世
界
。 

  
 

ダ
ン
ス
（
天
地
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

導
く
も
の
「
天
」
。
闇
の
中
に
は
堕
ち
た
者
た
ち
。 

 
 
 

天
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
奥
） 

 

天 
 
 
 
 

一
遍
、
一
遍
。 

一
遍 

 
 
 

誰
だ
。 

天 
 
 
 
 

覚
悟
を
決
め
、
こ
の
道
を
進
み
な
さ
い
。 

  
 
 

一
遍
、
歩
き
出
す
。 

地
た
ち
、
一
遍
に
し
が
み
つ
き
、
引
き
ず
り
込
も
う
と
す
る
。 

 
地 

 
 

 
 

行
く
な
。
戻
っ
て
こ
い
。
行
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
置
い
て
か
な
い
で
。
お
前
は
こ
っ
ち
側
の
人
間
だ
。
行
く
な
、
行
く
な
、

戻
っ
て
こ
い
。
そ
っ
ち
は
危
な
い
ぞ
。 

天 
 

 
 

 

困
難
は
進
め
ば
進
む
ほ
ど
襲
い
来
る
も
の
、
試
練
は
祝
福
の
さ
き
が
け
。
迷
わ
ず
進
み
な
さ
い
。
留
ま
れ
ば
死
す
の
み
。 

  
 
 

一
遍
、
逃
れ
よ
う
と
す
る
。 

 

地 
 

 
 

 

行
く
な
。
戻
っ
て
こ
い
。
行
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
置
い
て
か
な
い
で
。
お
前
は
こ
っ
ち
側
の
人
間
だ
。
行
く
な
、
行
く
な
、

戻
っ
て
こ
い
。
そ
っ
ち
は
危
な
い
ぞ
。 

  
 
 

一
遍
、
次
第
に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
る
。 

 

一
遍 

 
 
 

や
め
ろ
、
放
せ
、
や
め
ろ
ー
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 

 
 
 

ダ
ン
ス
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｎ 
 
 
 
 

一
二
六
三
年
、
一
遍
、
二
五
歳
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 

 
 
 

華
台
、
登
場
。 
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華
台 

 
 
 

一
遍
、
一
遍
は
い
る
か
？ 

  
 
 

一
遍
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 

 

一
遍 

 
 
 

は
い
、
こ
こ
に
。 

華
台 

 
 
 

一
遍
、
落
ち
着
い
て
聞
け
、
お
前
の
父
上
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

太
鼓
。 

 
 
 

通
広
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
） 

 

一
遍 

 
 

 

父
上
、
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
か
死
ん
で
し
ま
う
の
に
、
な
ぜ
生
き
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
生
き
る
こ

と
に
意
味
な
ん
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

通
広 

 
 
 

人
は
死
ぬ
、
そ
の
日
は
い
つ
か
や
っ
て
く
る
。
い
つ
か
だ
。
そ
れ
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
来
る
。
必
ず
だ
。 

一
遍 

 
 
 

は
ぐ
ら
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

通
広 

 
 
 

生
に
意
味
な
ど
な
い
。 

一
遍 

 
 
 

・
・
・
。 

通
広 

 
 
 

怖
い
か
。 

一
遍 

 
 
 

は
い
。 

通
広 
 

 
 

し
か
し
な
。
人
は
生
に
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
で
自
分
の
人
生
に
意
味
を
与
え
る
の
だ
。
そ
れ
が
人
の

素
晴
ら
し
さ
。
そ
れ
が
人
の
尊
さ
だ
。
た
だ
獣
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
も
、
自
ら
を
律
し
、
高
潔
に
生
き
る
こ
と
も
で

き
る
。
腹
を
決
め
ろ
。
自
ら
の
生
を
見
つ
け
て
見
せ
ろ
。 

一
遍 

 
 
 

俺
に
も
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
か
、
自
分
が
生
き
る
意
味
を
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。 

通
広 

 
 
 

で
き
る
と
も
、
必
ず
。
お
前
は
私
の
息
子
だ
。
き
っ
と
で
き
る
。 

Ｎ 
 

 
 

 

一
遍
は
父
の
悲
報
を
受
け
、
兄
の
待
つ
実
家
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
妻
を
娶
り
、
子
を
設
け
た
。
束
の
間
の
平
穏
。
そ

れ
は
嵐
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
一
遍
の
一
族
。
そ
の
宿
命
。
答
え
が
出
る
時
は
。
今
。 

  
 
 

ダ
ン
ス
。
一
遍
、
踊
念
仏
を
生
み
出
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

地
鳴
り
。 

暗
転
。 

 

〈
シ
ー
ン
１
３
〉
昼
・
屋
敷
内
の
一
室
。 

 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

す
ず
め
。 
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通
久 

 
 
 

弟
に
領
地
を
分
け
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ん
。 

通
真 

 
 
 

一
遍
に
で
す
か
。 

通
久 

 
 
 

そ
う
だ
。 

通
真 

 
 
 

父
は
領
地
を
分
け
、
河
野
家
が
没
落
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
こ
そ
一
遍
を
寺
に
入
れ
た
の
で
す
。 

通
久 

 
 
 

一
遍
は
還
俗
し
た
。 

通
真 

 
 
 

だ
か
ら
領
地
を
よ
こ
せ
と
。 

通
久 

 
 
 

そ
れ
が
慣
習
だ
。 

通
真 

 
 
 

ま
る
で
父
親
の
よ
う
な
振
る
舞
い
で
す
ね
。
叔
父
上
。 

通
久 

 
 
 

一
遍
は
我
が
娘
の
夫
。
い
か
に
も
私
は
義
理
の
父
だ
。 

通
真 

 
 
 

当
主
は
私
だ
。 

通
久 

 
 
 

ま
あ
、
焦
る
こ
と
も
な
い
。
明
日
は
通
広
の
一
周
忌
。
そ
こ
で
一
族
の
総
意
を
確
か
め
よ
う
。 

  
 
 

通
真
、
刀
を
抜
く
。 

 
一
遍 

 
 
 

叔
父
上
。 

通
久 

 
 
 

い
つ
か
お
前
に
父
上
と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
の
か
な
。 

一
遍 

 
 
 

そ
れ
は
。 

 

通
真 
 
 
 

も
は
や
、
一
刻
の
猶
予
も
な
い
。
勝
た
ね
ば
な
ら
ん
。
で
な
け
れ
ば
全
て
を
失
う
。 

 

通
久 

 
 
 

わ
か
っ
て
い
る
。
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
お
前
の
兄
、
そ
の
母
の
こ
と
も
。 

一
遍 

 
 
 

不
幸
な
事
故
だ
っ
た
と
。 

通
久 

 
 
 

殺
し
た
の
だ
、
私
が
。 

 

通
真 

 
 
 

母
上
、
今
度
こ
そ
討
ち
ま
す
。
憎
き
敵
を
。
勝
つ
の
は
俺
だ
。 

 

一
遍 

 
 
 

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
。 

通
久 

 
 

 

私
は
一
族
を
守
る
。
何
が
あ
っ
て
も
。
通
広
も
同
じ
想
い
だ
っ
た
。
お
前
な
ら
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
通
真
を
。

血
ぬ
ら
れ
た
一
族
の
宿
命
を
。 

一
遍 

 
 
 

で
き
る
で
し
ょ
う
か
私
に
。 

  
 
 

一
遍
退
場
。 

 

兵
４ 

 
 
 

表
門
、
裏
門
と
も
に
兵
を
配
し
ま
し
た
。 
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通
真 

 
 
 

太
鼓
を
。 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

通
真 

 
 

 

母
上
、
聞
こ
え
て
い
ま
す
か
太
鼓
の
音
が
。
今
に
叔
父
上
の
断
末
魔
の
叫
び
を
お
耳
に
い
れ
て
差
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

は
は
じ
ま
り
の
合
図
。
・
・
・
そ
れ
と
も
、
終
わ
り
の
合
図
か
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
後
に
は
引
け
な
い
。
決
着
を
つ
け

よ
う
。
生
き
残
る
の
は
ど
ち
ら
か
。
者
ど
も
、
か
か
れ
。 

兵
た
ち 

 
 

応
。 

 

〈
シ
ー
ン
１
４
〉
夜
・
屋
敷
内
・
燃
え
盛
る
炎
の
中
で
。 

  
 
 

殺
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

通
真 

 
 
 

叔
父
上
。 

通
久 

 
 
 

来
た
か
通
真
。 

通
真 

 
 
 

待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
が
来
る
の
を
。 

通
久 

 
 
 

よ
う
や
く
牙
を
剥
い
た
な
。
退
屈
し
た
ぞ
。 

  
 
 

殺
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
遍 

 
 
 

兄
上
。
も
う
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

通
真 

 
 
 

叔
父
上
の
次
は
お
前
だ
。
そ
れ
と
も
お
前
が
先
か
。 

通
久 

 
 
 

ど
い
て
い
ろ
。 

  
 
 

通
久
、
一
遍
を
庇
い
、
通
真
の
刃
に
倒
れ
る
。 

 

一
遍 

 
 
 

叔
父
上
。 

通
久 

 
 
 

ぬ
か
っ
た
わ
。 

通
真 

 
 
 

ま
だ
だ
。
ま
だ
終
わ
り
で
は
な
い
。 

通
久 

 
 
 

や
れ
、
こ
い
つ
を
斬
れ
。 

  
 
 

一
遍
、
刀
を
構
え
る
。 

 

一
遍 

 
 
 

兄
上
。 

通
真 

 
 
 

い
い
目
だ
。
俺
と
同
じ
目
を
し
て
い
る
。 
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一
遍 

 
 
 

終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
、
何
も
か
も
。
も
う
十
分
で
す
。 

通
真 

 
 

 

必
死
に
堪
え
る
か
、
怒
り
を
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
怒
り
は
消
せ
な
い
。
火
種
は
く
す
ぶ
り
、
い
つ
か
再
び
燃
え
上

が
る
の
だ
。
母
上
、
見
え
て
い
ま
す
か
、
こ
の
館
が
燃
え
て
い
く
様
を
。
す
ぐ
そ
ば
に
母
上
を
感
じ
ま
す
、
燃
え
盛
る

激
し
い
怒
り
を
。 

  
 
 

殺
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

通
久 

 
 
 

全
て
を
焼
き
尽
く
し
灰
と
散
る
。
終
わ
り
に
し
よ
う
。
我
ら
の
血
ぬ
ら
れ
た
宿
命
を
。 

一
遍 

 
 
 

叔
父
上
。 

通
真 

 
 
 

母
上
、
あ
た
た
か
い
・
・
・
。 

通
久
・
道
真 

う
お
お
お
お
お
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

斬
り
音
。 

 
 
 

通
久
、
通
真
倒
れ
る
。 

 
 
 

一
遍
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 

 

一
遍 

 
 
 

兄
上
。 

  
 

Ｍ
５
・
５ 

「
世
界
に
届
く
ま
で
３
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
遍 

 
 
 

人
は 
い
つ
ま
で 

争
う
定
め
を 

止
め
ら
れ
ず
に 

 
 
 
 
 

の
こ
さ
れ
て
ゆ
く 

ひ
と
り 

 

〈
シ
ー
ン
１
５
〉
深
夜
明
け
方
・
屋
敷
が
見
渡
せ
る
丘
。 

 

念
仏
房 

 
 

御
屋
形
様
、
何
も
か
も
燃
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

超
一
房 

 
 

と
に
か
く
、
無
事
で
よ
か
っ
た
。 

一
遍 

 
 
 

俺
は
旅
に
出
る
。 

念
仏
房 

 
 

こ
の
家
は
ど
う
す
る
ん
で
す
。 

一
遍 

 
 
 

俺
は
仏
の
道
に
戻
る
。
仏
法
に
生
き
、
苦
し
む
人
々
を
救
っ
て
み
せ
る
。
救
え
な
か
っ
た
叔
父
上
や
兄
上
の
為
に
も
。 

念
仏
房 

 
 

待
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
か
れ
て
も
困
り
ま
す
よ
。 

一
遍 

 
 
 

念
仏
房
。 

念
仏
房 

 
 

オ
イ
ラ
が
い
な
い
と
困
る
で
し
ょ
う
。 

超
一
房 

 
 

私
も
つ
い
て
い
き
ま
す
。 

一
遍 

 
 
 

超
一
。 
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念
仏
房 

 
 

奥
方
様
、
そ
い
つ
は
無
茶
で
す
よ
。 

超
一
房 

 
 

念
仏
坊
だ
け
で
は
心
配
で
す
。 

念
仏
房 

 
 

こ
り
ゃ
逃
げ
ら
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。 

一
遍 

 
 
 

本
気
か
。 

超
一
房 

 
 

も
た
も
た
し
て
る
と
置
い
て
い
き
ま
す
よ
。 

 

〈
シ
ー
ン
１
６
〉 

夜
・
川
辺
。 

 

僧
１ 

 
 
 

川
辺
に
病
人
た
ち
を
集
め
る
僧
形
の
集
団
が
あ
る
と
町
で
噂
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

兵
部 

 
 
 

ど
ん
な
噂
だ
。 

僧
１ 

 
 
 

人
々
を
集
め
、
歌
い
踊
る
こ
と
で
悟
り
を
開
け
る
と
喧
伝
し
て
い
る
と
か
。 

兵
部 

 
 
 

い
か
に
も
俗
人
の
考
え
そ
う
な
こ
と
だ
。 

僧
１ 

 
 
 

僧
形
で
あ
る
以
上
、
我
々
が
な
ん
と
か
せ
ね
ば
。
し
か
し
何
者
な
ん
で
し
ょ
う
な
。 

兵
部 

 
 
 

私
に
心
当
た
り
が
あ
る
。 

僧
１ 

 
 
 

兵
部
殿
。 

兵
部 

 
 
 

私
に
お
任
せ
願
い
ま
し
ょ
う
・
・
・
一
遍
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

拍
子
木
。 

 
 
 

朝
・
川
辺
。 

踊
り
念
仏
。
老
い
も
若
き
も
踊
る
。 

  
 

Ｍ
６ 

「
踊
念
仏
（
民
衆
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

全
員 

 
 
 

踊
れ
や
踊
れ 
命
の
限
り 

歌
え
や
歌
え 

魂
の
叫
び 

 

喜
び
が
こ
こ
に
あ
る 

希
望
が
こ
こ
に
あ
る 

救
い
の
世
界
は
今
こ
こ
に 

月
を
見
上
げ 

目
を
開
く 

 

踊
れ
や
踊
れ 

命
の
限
り 

歌
え
や
歌
え 

魂
の
叫
び 

 

大
地
を
踏
み
し
め 

高
く
舞
う 
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こ
の
一
歩
が
慈
悲
の
念 

こ
の
一
歩
が
慈
愛
の
念 

舞
い
踊
れ 

愛
の
世
界
へ 

舞
い
踊
れ 

救
い
の
世
界
へ 

  
 
 

役
人
た
ち
人
々
を
か
き
分
け
て
登
場
。 

 

役
人 

 
 
 

ど
け
、
邪
魔
だ
。
道
を
あ
け
ろ
。 

念
仏
房 

 
 

な
ん
だ
、
な
ん
だ
、
何
事
だ
。 

役
人 

 
 
 

一
遍
殿
は
お
い
で
か
。 

一
遍 

 
 
 

私
が
一
遍
に
ご
ざ
い
ま
す
。 

役
人 

 
 
 

私
は
こ
の
地
の
治
安
を
預
か
る
者
。
貴
殿
を
拘
束
す
る
よ
う
に
命
令
が
出
て
い
ま
す
。 

念
仏
房 

 
 

オ
イ
ラ
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
で
す
。
通
り
す
が
り
の
行
商
人
な
ん
で
す
。 

一
遍 

 
 
 

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
我
ら
に
何
の
罪
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

兵
部
、
登
場
。 

 
兵
部 

 
 
 

己
の
胸
に
訊
く
が
い
い
。 

一
遍 

 
 
 

兵
部
。 

兵
部 

 
 

 

久
し
ぶ
り
だ
な
、
一
遍
。
話
は
後
で
ゆ
っ
く
り
聞
こ
う
。
仏
に
は
慈
悲
が
あ
る
。
貴
様
ら
に
は
申
し
開
き
の
場
が
与
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

太
鼓
。 

 

〈
シ
ー
ン
１
７
〉 

昼
・
奉
行
所
。 

  
 
 

重
行
、
登
場
。 

 
 
 

重
行
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
奥
） 

 

役
人 

 
 

 

僧
、
一
遍
の
罪
状
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
、
一
、
僧
で
あ
り
な
が
ら
仏
を
侮
辱
し
た
。
一
、
仏
の
教
え
を
捻
じ
曲
げ

民
衆
に
誤
っ
た
教
え
を
流
布
し
た
。
一
、
大
音
量
の
歌
舞
音
曲
に
よ
り
読
経
を
妨
害
し
た
、
一
、
人
々
を
扇
動
し
、
幕

府
の
転
覆
を
企
て
た
。 

重
行 

 
 
 

こ
れ
よ
り
詮
議
を
行
う
。
真
実
の
み
を
述
べ
る
よ
う
に
。
一
遍
、
そ
な
た
は
自
分
が
何
を
し
た
か
わ
か
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 

の
か
？ 

一
遍 

 
 
 

衆
生
の
救
済
。 

重
行 

 
 
 

な
ぜ
捕
え
ら
れ
た
。 

一
遍 

 
 
 

執
着
と
嫉
妬
ゆ
え
。 
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重
行 

 
 
 

な
ぜ
人
を
集
め
、
歌
い
、
踊
る
。 

一
遍 

 
 

 

歌
い
、
踊
る
こ
と
は
人
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
。
衆
生
の
救
済
に
理
屈
も
修
練
も
必
要
な
く
、
一
心
に
仏
を
想
い
、
歌
い
、

踊
る
、
た
だ
そ
れ
の
み
。 

兵
部 

 
 

 

ふ
ざ
け
る
な
。
御
仏
を
愚
弄
す
る
の
も
い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
。
こ
の
男
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
御
仏

の
教
え
に
逆
ら
え
ば
待
つ
の
は
地
獄
の
み
。 

一
遍 

 
 
 

人
を
見
る
に
、
肝
要
な
の
は
、
行
い
。
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
踊
念
仏
を
ご
覧
に
い
れ
ま
し
ょ
う
。 

兵
部 

 
 

 

そ
の
口
を
閉
じ
ろ
、
一
遍
。
こ
れ
以
上
は
見
る
に
堪
え
ん
。
お
前
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
狂
っ
て
い
た
と
は
。
信
じ
ら
れ

ん
。
尊
い
御
仏
の
教
え
を
踏
み
に
じ
り
、
民
衆
を
惑
わ
す
。
そ
れ
が
一
度
で
も
仏
門
を
く
ぐ
っ
た
も
の
の
行
い
か
。
恥

を
知
れ
。 

重
行 

 
 
 

見
せ
て
も
ら
お
う
。
そ
の
踊
念
仏
と
や
ら
を
。 

兵
部 

 
 
 

お
や
め
く
だ
さ
い
。 

重
行 

 
 

 

も
し
、
心
に
や
ま
し
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
歌
の
音
は
狂
い
、
踊
り
に
は
迷
い
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
ど
う
だ
、
一
遍
。

こ
の
歌
責
め
、
踊
り
責
め
受
け
て
立
つ
か
。 

一
遍 

 
 
 

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
、
念
仏
房
。 

  
 

Ｍ
７ 

「
踊
念
仏
（
一
遍
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

念
仏
房 

 
 
遠
く
の
も
の
は
音
に
聞
け
、
近
く
の
者
は
目
に
刻
め
。
御
仏
の
極
意
、
踊
念
仏
、
ご
照
覧
あ
れ
。 

 

一
遍 
 
 
 

踊
れ
や
踊
れ 

命
の
限
り 

歌
え
や
歌
え 

魂
の
叫
び 

 

全
員 

 
 
 

喜
び
が
こ
こ
に
あ
る 

希
望
が
こ
こ
に
あ
る 

救
い
の
世
界
は
今
こ
こ
に 

月
を
見
上
げ 

目
を
開
く 

 

踊
れ
や
踊
れ 

命
の
限
り 

歌
え
や
歌
え 

魂
の
叫
び 

 

民
衆 

 
 
 

大
地
を 

一
遍 

 
 
 
 
 
 

踏
み
し
め 

民
衆 

 
 
 

高
く 

一
遍 

 
 
 
 
 

舞
う 

民
衆 

 
 
 

こ
の
一
歩
が 
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一
遍 

 
 
 
 
 
 
 
 

慈
悲
の
念 

民
衆 

 
 
 

こ
の
一
歩
が 

一
遍 

 
 
 
 
 
 
 
 

慈
愛
の
念 

民
衆 

 
 
 

舞
い
踊
れ 

愛
の
世
界
へ 

一
遍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舞
い
踊
れ 

舞
い
踊
れ 

民
衆 

 
 
 

舞
い
踊
れ 

救
い
の
世
界
へ 

一
遍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救
い
の
世
界
へ 

 

兵
部 

 
 
 

騙
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
踊
念
仏
な
ど
御
仏
の
教
え
を
汚
し
て
い
る
。 

念
仏
房 

 
 

見
ろ
、
こ
の
人
た
ち
は
皆
、
踊
念
仏
で
救
わ
れ
た
人
た
ち
だ
。 

兵
部 

 
 
 

黙
れ
。
こ
れ
は
御
仏
の
冒
涜
、
仏
法
へ
の
挑
戦
だ
。 

一
遍 

 
 
 

私
を
信
じ
な
く
と
も
よ
い
。
人
々
は
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
だ
。
私
が
救
う
わ
け
で
は
な
い
。 

兵
部 

 
 
 

話
に
な
ら
ん
な
。
重
行
様
、
ど
う
か
厳
し
い
裁
き
を
。 

重
行 

 
 
 

一
遍
。
そ
な
た
ら
の
踊
念
仏
、
見
事
で
あ
っ
た
。 

念
仏
房 

 
 

そ
れ
じ
ゃ
あ
。 

重
行 

 
 
 

一
遍
と
そ
の
一
行
は
無
罪
放
免
と
す
る
。 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

兵
部 
 
 
 

お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

重
行 

 
 
 

裁
き
は
下
っ
た
。
兵
部
殿
、
よ
ろ
し
い
な
。 

兵
部 

 
 
 

納
得
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
お
考
え
直
し
を
。 

念
仏
房 

 
 

往
生
際
が
悪
い
ぞ
。 

兵
部 

 
 
 

貴
様
。 

  
 
 

兵
部
、
念
仏
坊
に
詰
め
寄
る
。 

 
 
 

一
遍
、
立
ち
は
だ
か
る
。 

 

兵
部 

 
 

 

こ
い
つ
を
信
じ
た
こ
と
、
い
つ
か
き
っ
と
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
ぞ
。
人
が
裁
か
ず
と
も
、
御
仏
は
真
実
を
知
っ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
な
。 

  
 
 

人
々
、
喜
び
合
う
。 

 
 
 

兵
部
振
り
返
る
。 

 
 
 

兵
部
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 
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Ｍ
８ 

「
決
着
の
時
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

僧
２ 

 
 
 

兵
部
殿
、
困
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
な
。 

僧
３ 

 
 
 

以
前
に
も
増
し
て
民
衆
に
踊
念
仏
が
広
が
っ
て
い
る
。 

僧
４ 

 
 
 

こ
れ
は
由
々
し
き
事
態
で
す
な
。 

 

兵
部 

 
 
 

広
が
っ
て
ゆ
く 

過
ち
が 

正
す
こ
と
も
で
き
ず
に 

恐
る
べ
き
罪 

つ
ぐ
な
い
を 

教
え
の
ま
ま 

従
え 

 

全
員 

 
 
 

こ
れ
は
一
大
事 

今
に
訪
れ
る 

破
滅
の
足
音 

ど
う
す
る
べ
き
か 

考
え
よ 

見
つ
け
る
の
だ 

根
源 

や
る
の
だ
そ
の
手
で 

 

兵
部 

 
 
 

私
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
次
こ
そ
は
必
ず
。 

僧
３ 

 
 
 

何
か
策
で
も
？ 

兵
部 

 
 
 

は
い
。
今
、
壱
岐
が
蒙
古
に
よ
っ
て
蹂
躙
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
遍
を
、
戦
場
に
送
り
込
む
の
で
す
。 

僧
４ 

 
 
 

ど
う
や
っ
て
。 

兵
部 

 
 

 

踊
念
仏
で
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
面
前
で
奴
に
問
う
の
で
す
。
踊
念
仏
で
人
々
を
救
え
る
の
な
ら
、
多
く
の
人
が

苦
し
む
戦
場
へ
行
け
と
。
行
け
ば
た
だ
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
し
か
し
断
れ
ば
、
一
遍
は
自
分
の
限
界
を
人
々
に
露
呈
す

る
こ
と
に
な
る
。
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
逃
げ
場
は
な
い
。 

僧
５ 

 
 
 

い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
し
一
遍
が
無
事
に
戻
っ
て
き
た
ら
、
そ
の
時
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
ね
。 

兵
部 

 
 
 

そ
の
時
は
。 

 

全
員 

 
 
 

我
ら
が 

積
み
重
ね
た 

偉
大
な
業
績 

栄
光 

我
ら
が 

築
き
上
げ
た 

貴
重
な
領
域 

誰
に
も
渡
さ
ぬ 

御
仏
の 

導
き 

見
え
る
は
ず 

 

全
員 

 
 
 

覚
悟
を
決
め
よ 

で
き
る
は
ず 

 
 
 

兵
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

断
ち
切
る
の
だ 

迷
い
を 

全
員 

 
 
 

後
に
は
退
け
ぬ 

道
は
な
い 

 
 
 

兵
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

捨
て
去
る
の
だ 

甘
え
を 

全
員 

 
 
 

こ
れ
は
選
ば
れ
し
者
に 

訪
れ
る 

 
 

兵
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試
さ
れ
て
い
る 

全
員 

 
 
 

今
が
そ
の
時 

乗
り
越
え
よ 

 

兵
部 

 
 
 

導
き
た
ま
え
我
を 
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全
員 

 
 
 

お
前
に
し
か
で
き
な
い 

手
段
は
選
ぶ
な 

兵
部 

 
 
 

正
し
き
世
界
へ 

決
着
の
時 

行
こ
う 

信
じ
た
こ
の
道 

や
る
の
だ
こ
の
手
で 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

〈
シ
ー
ン
１
８
〉 

昼
・
海
近
く
の
戦
場
。 

 

民
６ 

 
 
 

船
だ
。
蒙
古
の
船
だ
。 

民
７ 

 
 
 

す
ご
い
数
だ
。
海
を
覆
い
尽
く
し
て
る
。 

民
８ 

 
 
 

壱
岐
で
は
男
は
皆
殺
し
、
女
子
供
は
奴
隷
に
さ
れ
た
ら
し
い
ぞ
。 

民
９ 

 
 
 

蒙
古
の
大
軍
だ
。
蒙
古
の
大
軍
が
攻
め
て
き
た
ぞ
。 

  
 
 

殺
陣
（
ハ
ン
ヨ
ン
乱
戦
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
〈
シ
ー
ン
１
９
〉 

夕
方
・
戦
場
近
く
の
森
。 

 
傷
つ
い
た
ハ
ン
ヨ
ン
、
そ
の
場
に
膝
を
つ
く
。 

 
 
 

念
仏
坊
登
場
。 

 
 
 

ハ
ン
ヨ
ン
、
念
仏
坊
を
斬
り
つ
け
る
。 

 

念
仏
坊 

 
 

お
屋
形
様
。 

一
遍 

 
 
 

武
器
を
置
け
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

お
前
、
言
葉
が
わ
か
る
の
か
？ 

一
遍 

 
 
 

そ
う
だ
。
私
は
あ
な
た
を
傷
つ
け
た
り
し
な
い
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

よ
せ
、
私
に
構
う
な
。 

一
遍 

 
 
 

傷
の
手
当
て
を
す
る
だ
け
だ
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

近
づ
く
な
、
止
ま
れ
。 

  
 
 

刀
を
振
り
下
ろ
す
、
一
遍
は
微
動
だ
に
し
な
い
。
刀
は
寸
止
め
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
遍 

 
 
 

治
療
に
刀
は
不
要
だ
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

こ
い
つ
が
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
ん
だ
。 

一
遍 

 
 
 

必
要
な
い
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

あ
る
。 
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超
一
房 

 
 

私
が
手
当
を
。 

念
仏
房 

 
 

超
一
様
、
危
険
で
す
。 

超
一
房 

 
 

大
丈
夫
よ
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

ど
う
か
し
て
る
。
敵
の
兵
士
を
手
当
て
す
る
な
ん
て
。 

一
遍 

 
 
 

お
前
は
た
だ
の
怪
我
人
だ
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

と
ん
だ
甘
ち
ゃ
ん
だ
。
う
う
っ
。 

超
一
房 

 
 

も
う
少
し
の
辛
抱
で
す
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

い
た
っ
。 

超
一
房 

 
 

我
慢
し
て
く
だ
さ
い
。 

念
仏
房 

 
 

傷
の
手
当
て
は
終
わ
っ
た
ん
だ
。
こ
い
つ
で
ふ
ん
じ
ば
り
ま
す
よ
。 

一
遍 

 
 
 

必
要
な
い
。 

念
仏
房 

 
 

こ
い
つ
は
敵
で
す
よ
。
オ
イ
ラ
、
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

寝
首
か
か
れ
て
も
泣
き
言
を
言
う
な
よ
。 

念
仏
房 

 
 

黙
れ
。
こ
の
野
郎
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

し
っ
か
り
縛
れ
。 

念
仏
房 

 
 

ふ
ん
、
言
わ
れ
な
く
と
も
そ
う
す
る
よ
。 

一
遍 

 
 
 

念
仏
房
。
縄
は
必
要
な
い
。 

念
仏
房 

 
 

お
か
し
い
で
す
よ
。 

一
遍 

 
 
 

怯
え
て
い
る
だ
け
だ
。 

念
仏
房 

 
 

正
気
で
す
か
、
何
人
殺
し
た
か
も
わ
か
ら
な
い
や
つ
で
す
よ
。 

超
一
房 

 
 

念
仏
坊
、
落
ち
着
い
て
。 

 

念
仏
房 

 
 

殺
さ
れ
て
も
知
り
ま
せ
ん
よ
。 

一
遍 

 
 
 

信
じ
て
み
よ
う
。 

念
仏
房 

 
 

御
屋
形
様
の
無
茶
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
ね
。
オ
イ
ラ
は
反
対
し
ま
し
た
か
ら
ね
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

お
い
、
坊
さ
ん
。
あ
ん
た
私
を
ど
う
す
る
気
だ
？ 

一
遍 

 
 
 

お
前
は
ど
う
し
た
い
ん
だ
？
戻
り
た
い
の
か
？
軍
に
？ 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

ご
め
ん
だ
。
殺
す
の
も
殺
さ
れ
る
の
も
ま
っ
ぴ
ら
だ
。 

念
仏
坊 

 
 

じ
ゃ
あ
な
ぜ
こ
の
国
へ
来
た
。
戦
を
し
に
来
た
ん
だ
ろ
う
。 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

私
の
故
郷
は
高
麗
だ
。
高
麗
で
は
私
み
た
い
な
や
つ
が
山
ほ
ど
い
る
。
戦
場
で
捕
虜
に
な
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
捕
ま
っ
て

奴
隷
同
然
に
働
か
さ
れ
る
。
艪
を
こ
ぐ
ん
だ
。
毎
日
毎
日
、
そ
れ
だ
け
だ
。
お
と
な
し
く
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
や

つ
に
は
飯
を
食
わ
す
。
従
わ
な
い
や
つ
は
殺
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
い
く
う
ち
に
私
達
は
本
当
の
奴
隷
に
な
る
ん
だ
。
そ

う
な
れ
ば
最
後
、
武
器
を
持
た
せ
て
戦
場
に
出
し
て
も
逆
ら
わ
な
く
な
る
。
命
令
に
従
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
ほ
と
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ん
ど
の
奴
は
そ
う
だ
。
生
き
ち
ゃ
い
な
い
ん
だ
、
た
だ
動
い
て
る
だ
け
。
そ
れ
が
敵
の
正
体
さ
。 

念
仏
房 

 
 

ご
ま
か
し
だ
、
お
前
ら
が
殺
す
か
ら
人
が
死
ぬ
ん
だ
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

確
か
に
私
は
殺
し
た
、
し
か
し
そ
れ
は
お
前
た
ち
も
同
じ
だ
ろ
う
。
違
う
の
か
。 

一
遍 

 
 
 

こ
の
道
を
下
る
と
小
さ
な
漁
村
が
あ
る
。
そ
こ
へ
行
け
ば
舟
が
あ
る
。
仲
間
の
船
に
戻
れ
る
だ
ろ
う
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

逃
が
す
つ
も
り
か
。 

一
遍 

 
 
 

こ
の
国
の
者
た
ち
に
捕
ま
れ
ば
無
事
で
は
す
ま
な
い
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

と
こ
と
ん
甘
い
男
だ
。 

一
遍 

 
 
 

自
分
の
国
へ
帰
る
と
い
い
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

そ
れ
は
慈
悲
の
つ
も
り
か
。 

一
遍 

 
 
 

私
は
一
切
の
衆
生
を
救
済
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

バ
カ
な
こ
と
を
。
人
の
た
め
に
生
き
る
。
バ
カ
バ
カ
し
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
き
っ
こ
な
い
。
誰
か
の
た
め
に
生
き
ら
れ

る
な
ん
て
驕
り
だ
。
愛
も
慈
悲
も
す
べ
て
は
ま
ぼ
ろ
し
だ
。
地
獄
を
知
ら
な
い
奴
ら
の
た
わ
ご
と
さ
。
敵
は
ま
た
攻
め

て
く
る
。 

一
遍 

 
 
 

殺
し
て
、
殺
さ
れ
て
。
そ
れ
で
い
い
の
か
？ 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

生
き
る
こ
と
が
闘
い
な
ん
だ
。
私
達
に
と
っ
て
は
。 

一
遍 

 
 
 

そ
れ
で
満
足
か
？
十
分
だ
と
思
う
の
か
？ 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

あ
ん
た
名
前
は
？ 

一
遍 

 
 
 

一
遍
。 

ハ
ン
ヨ
ン 
 

私
は
ハ
ン
ヨ
ン
。
あ
ん
た
に
会
え
て
よ
か
っ
た
。 

一
遍 
 
 
 

何
も
で
き
な
い
ん
だ
な
、
俺
は
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。
波
の
音
。 

 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 
 
 

夜
・
船
の
上
・
嵐
の
中 

 
 
 

ハ
ン
ヨ
ン
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
） 

 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

一
遍
。
あ
ん
た
が
ど
れ
ほ
ど
も
が
い
て
も
、
こ
の
世
の
大
き
な
流
れ
は
変
え
が
た
い
。
大
河
に
一
匹
の
魚
が
跳
ね
る
よ

う
な
も
の
。
そ
れ
で
も
あ
ん
た
は
や
る
ん
だ
ろ
う
な
。
き
っ
と
や
り
ぬ
く
だ
ろ
う
。
願
わ
く
ば
、
あ
ん
た
と
も
っ
と
早

く
、
別
の
出
会
い
方
が
出
来
て
い
れ
ば
。
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
だ
け
が
口
惜
し
い
。
・
・
・
い
や
、
違
う
な
。
死
の
間

際
で
も
あ
ん
た
に
出
会
え
た
こ
と
は
私
の
財
産
、
私
の
宝
だ
。
誰
か
の
為
に
、
何
か
を
成
す
。
こ
ん
な
に
も
穏
や
か
な

心
持
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
以
来
だ
ろ
う
、
一
遍
、
人
は
こ
ん
な
に
も
穏
や
か
な
心
持
ち
に
な
れ
る
ん
だ
な
。
い
い
気

分
だ
。
空
は
嵐
だ
が
、
心
は
晴
れ
渡
っ
て
い
る
。
一
遍
、
一
足
先
に
行
く
ぞ
。 

 

ハ
ン
ヨ
ン 

 

申
し
上
げ
ま
す
。
敵
が
攻
め
て
き
ま
す
。
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
停
泊
し
て
い
れ
ば
一
網
打
尽
に
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
沖
に

出
る
よ
う
進
言
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
敵
地
に
潜
入
し
て
得
た
確
か
な
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
は
皇
帝
陛
下
と
我
が
祖
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国
、
高
麗
国
王
に
誓
っ
て
真
実
で
す
。 

 

Ｓ
Ｅ 

雷
鳴
。
波
の
音
。 

 
 
 

暗
転
。 

 

〈
シ
ー
ン
２
０
〉 

朝
・
丘
の
上
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

す
ず
め
。 

 

超
一
房 

 
 

無
事
に
帰
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

一
遍 

 
 
 

わ
か
ら
な
い
。 

念
仏
房 

 
 

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
結
果
と
し
て
敵
は
嵐
に
沈
ん
だ
。 

一
遍 

 
 
 

敵
な
ど
い
な
い
。
い
な
い
は
ず
だ
。 

念
仏
房 

 
 

で
も
お
か
げ
で
多
く
の
人
が
救
わ
れ
た
。 

一
遍 

 
 
 

本
当
に
誰
か
を
救
え
た
と
言
え
る
の
か
。 

念
仏
房 

 
 

人
が
死
ぬ
の
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

一
遍 

 
 
 

俺
は
あ
き
ら
め
た
く
な
い
。 

念
仏
房 

 
 

オ
イ
ラ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。 

一
遍 

 
 
 

や
る
ん
だ
。 

  
 
 

一
遍
、
念
仏
房
の
胸
倉
を
つ
か
む
。 

 

念
仏
房 

 
 

御
屋
形
様
。 

一
遍 

 
 
 

す
ま
な
い
。 

  
 
 

一
遍
、
手
を
放
す
。 

 

念
仏
房 

 
 

御
屋
形
様
は
特
別
な
ん
で
す
よ
。
オ
イ
ラ
み
た
い
な
凡
人
と
は
違
う
ん
で
す
。 

一
遍 

 
 
 

違
わ
な
い
。 

念
仏
房 

 
 

違
う
。
オ
イ
ラ
に
は
で
き
な
い
。 

超
一
房 

 
 

念
仏
房
。 

念
仏
房 

 
 

す
み
ま
せ
ん
。
も
う
行
き
ま
す
。
お
元
気
で
。
祈
っ
て
ま
す
。
成
功
を
。
心
か
ら
。 

一
遍 

 
 
 

念
仏
房
。 

念
仏
房 

 
 

ハ
イ
。 

一
遍 

 
 
 

忘
れ
る
な
、
苦
し
い
時
は
歌
い
、
踊
れ
。 
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念
仏
房 

 
 

ハ
イ
。 

一
遍 

 
 
 

答
え
は
そ
こ
に
あ
る
か
ら
。
宇
宙
は
そ
こ
に
あ
る
か
ら
。 

  
 

Ｍ
９ 

「
思
い
出
す
よ
う
に
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

念
仏
房 

 
 

ハ
イ
。 

一
遍 

 
 
 

今
ま
で
つ
い
て
き
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。 

  
 
 

念
仏
房
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 

 
 
 

一
遍
た
ち
退
場 

 

念
仏
房 

 
 

御
屋
形
様
。
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
言
う
ん
で
す
か
。
優
し
い
言
葉
な
ん
て
か
け
ん
で
下
さ
い
。 

 

念
仏
房 

 
 

あ
な
た
の 

優
し
さ
に 

あ
ふ
れ
た
日
々
が 

い
つ
で
も 

あ
る 

そ
れ
だ
け
で 

 

う
し
な
っ
た
と
き
が 

こ
わ
く 

な
る 

 

ひ
の
う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い 

 

あ
な
た
の
そ
ば 

ふ
と
気
付
い
た 

瞬
間
に 

さ
け
る 

こ
こ
ろ
が 

も
う 

か
く
せ
な
い 

な
ぜ
だ
ろ
う 

ふ
た
り 
あ
る
く 

距
離
は 

お
な
じ 

だ
っ
た 

は
ず
な
の
に 

い
ま
は 
み
え
な
い 

あ
な
た
の
か
げ 

 

 

そ
れ
で
も 

わ
た
し
は 

お
ど
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
び
の
き
お
く 

 
よ
み
が
え
る 

想
い
が 

あ
ふ
れ
だ
す 
よ
う
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思
い
出
す
よ
う
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

念
仏
房
、
去
る
。 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷 

 
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

〈
シ
ー
ン
２
１
〉 

  
 
 

一
遍
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 
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兵
部
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
） 

 

兵
部 

 
 
 

一
遍
。 

一
遍 

 
 
 

兵
部
。 

兵
部 

 
 
 

い
ざ
仏
法
問
答
、
仕
る
。 

一
遍 

 
 
 

来
い
。 

兵
部 

 
 
 

お
前
の
し
て
い
る
こ
と
は
御
仏
を
愚
弄
す
る
行
い
だ
。
即
刻
や
め
ろ
。 

一
遍 

 
 
 

断
る
。
人
は
生
ま
れ
、
死
ん
で
い
く
。
仏
法
も
同
じ
こ
と
。
新
た
に
生
ま
れ
る
仏
法
も
あ
る
。 

兵
部 

 
 
 

な
ら
ば
決
着
を
つ
け
よ
う
。 

一
遍 

 
 
 

な
ぜ
闘
お
う
と
す
る
。 

兵
部 

 
 
 

許
せ
ん
の
だ
。
御
仏
を
軽
ん
じ
る
お
前
の
事
が
。 

一
遍 

 
 
 

ど
う
し
て
も
わ
か
り
あ
え
な
い
の
か
。 

兵
部 

 
 
 

答
え
は
出
た
。
我
ら
は
水
と
油
、
存
在
自
体
が
相
容
れ
ぬ
。 

一
遍 

 
 
 

わ
か
り
あ
え
る
は
ず
だ
。 

兵
部 

 
 
 

な
ら
ば
私
に
従
え
。 

一
遍 

 
 
 

兵
部
、
お
前
な
ら
理
解
で
き
る
は
ず
だ
。
踊
念
仏
を
。 

兵
部 

 
 
 

笑
止
。 

一
遍 

 
 
 

見
た
は
ず
だ
、
人
々
の
踊
る
様
、
歌
う
様
を
。
そ
れ
を
広
め
て
何
が
悪
い
。 

兵
部 

 
 
 

黙
れ
黙
れ
、
お
前
が
僧
で
あ
る
以
上
、
仏
法
に
従
え
。 

一
遍 
 
 
 

目
を
開
き
、
耳
を
澄
ま
せ
ろ
。
見
え
る
は
ず
だ
、
聞
こ
え
る
は
ず
だ
。
人
々
の
歓
喜
が
。 

兵
部 

 
 
 

お
前
は
間
違
っ
て
い
る
。 

 

兵
部
、
短
刀
を
抜
く
。 

Ｓ
Ｅ 

短
刀
を
抜
く
。 

 

一
遍 

 
 
 

そ
れ
が
御
仏
の
意
志
か
。 

兵
部 

 
 
 

そ
う
だ
。 

一
遍 

 
 
 

人
を
殺
す
こ
と
が
。 

兵
部 

 
 
 

お
前
は
人
で
は
な
い
。
敵
だ
。 

一
遍 

 
 
 

な
ら
ば
御
仏
の
意
志
の
ま
ま
に
。 

兵
部 

 
 
 

仏
敵
、
死
す
べ
し
。 

一
遍 

 
 
 

兵
部
。 

  
 
 

兵
部
は
短
刀
を
自
ら
に
突
き
立
て
る
。 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

刺
す
。 
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兵
部 

 
 

 

御
仏
よ
。
な
ぜ
で
す
。
私
で
は
な
く
、
一
遍
を
選
ん
だ
の
で
す
。
あ
な
た
に
愛
さ
れ
な
か
っ
た
私
は
、
ど
う
生
き
れ
ば

よ
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
誰
よ
り
も
あ
な
た
を
愛
し
、
決
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
ず
そ
れ
で
も
愛
し
て
し
ま
う
、
そ
ん

な
時
、
人
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
私
の
よ
う
な
弱
い
人
間
に
ど
う
し
ろ
と
言
う
の
だ
。 

一
遍 

 
 
 

兵
部
。
な
ぜ
だ
。 

兵
部 

 
 

 

そ
う
か
、
今
、
気
づ
い
た
。
私
は
教
え
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
か
。
い
つ
も
そ
う
だ
。
気
づ
く
の
が
遅
す
ぎ
る
。
も
っ
と

早
く
気
づ
い
て
い
れ
ば
何
と
か
な
っ
た
も
の
を
。
い
や
、
所
詮
は
そ
れ
が
私
の
器
か
。
一
遍
、
私
は
お
前
が
憎
い
。
同

じ
時
代
に
生
れ
な
け
れ
ば
。
こ
う
ま
で
人
を
憎
ま
ず
に
済
ん
だ
の
に
。
一
遍
、
お
前
は
世
を
照
ら
す
光
に
な
る
と
言
っ

た
な
。
そ
う
し
て
で
き
た
影
に
私
は
沈
ん
だ
の
だ
。
一
遍
。
お
前
は
正
し
い
、
正
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
正
し
い
だ
け

で
は
足
り
ぬ
。
私
は
お
前
に
囚
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
一
遍
。
我
が
人
生
た
だ
一
度
の
敗
北
、
そ
れ
が
棘
の
よ
う
に
、
澱

の
よ
う
に
我
が
心
に
残
り
、
私
を
捕
え
た
。
私
は
今
、
悟
っ
た
ぞ
。
私
は
悟
っ
た
ん
だ
。 

一
遍 

 
 
 

兵
部
、
生
き
ろ
。 

兵
部 

 
 
 

私
は
お
前
が
嫌
い
だ
。 

  
 
 

兵
部
、
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
。 

 

一
遍 

 
 
 

待
て
、
行
く
な
。
兵
部
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 
雷
。 

  
 

Ｍ
１
０ 

 
「
歌
声
は
響
く
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

一
遍 

 
 
 

生
ま
れ
落
ち
て 
旅
立
つ
ま
で
に 

人
は
ど
こ
か
を 

目
指
す 

寄
せ
て
返
す 

 

悲
し
み
の
中 

 
 

何
を
求
め
て 

歩
く 

旅
は
ま
だ 

 
 

ゆ
く
あ
て
さ
え
も 

見
え
ず 

遥
か
彼
方 

 
 

誰
も 

 
い
な
い 

 

道
の 

 

果
て
ま
で 

辿
り
着
き 

誰
か
呼
ん
だ 

 

問
い
は 

消
え
て 

 

未
だ 

 

応
え
は 

 

届
か
な
い 

 

ど
こ
に
あ
る
の 

 

月
は 

 

陰
り 

闇
に 

閉
ざ
さ
れ 

渇
き 

 
倒
れ
た
大
地 

止
ま
ぬ 

風
に 

声
は 

届
か
ず 

 

ま
る
で 
こ
の
世
に
ひ
と
り 

 

あ
る
が
ま
ま
感
じ
る 

つ
ぼ
み 

開
く
と
き
を
待
つ 
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限
り
な
き
宇
宙
の 

 

中
で 

 

何
を
紡
ぐ
の
か 

 

一
遍 

 
 

 

超
一
、
ま
た
だ
、
ま
た
目
の
前
で
人
が
死
ん
だ
。
ま
た
・
・
・
。
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
繰
り
返
し
て
い
る
。
ず
っ

と
繰
り
返
し
て
来
た
、
こ
の
輪
廻
を
。
歩
み
続
け
る
し
か
な
い
の
か
、
い
っ
そ
歩
み
を
止
め
れ
ば
、
止
め
て
し
ま
え

ば
・
・
・
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

雷
。 

一
遍
、
座
り
込
む
。 

死
者
た
ち
が
一
遍
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。 

 

死
者
た
ち 

 

あ
き
ら
め
ろ
。
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
歌
を
止
め
ろ
、
踊
り
を
止
め
ろ
。 

 

一
遍 

 
 
 

螺
旋
は
つ
な
が
り 

産
声
を
上
げ
る 

種
は
時
を
経
て 

 

大
地
に
根
を
張
る 

空
を
引
き
裂
い
て 

天
上
へ
伸
び
る 

 

踊
り
の
鼓
動
が 

 

絶
え
る
こ
と
は
無
く 

滅
び
の
時
ま
で 

 

歌
声
は
響
く 

  
 
 

一
遍
、
自
殺
し
よ
う
と
す
る
。 

 

〈
シ
ー
ン
２
２
〉 

 

 

超
一
房 

 
 

あ
な
た
。 

  
 
 

Ｂ
Ｇ
Ｍ 

Ｉ
Ｎ
。 

 

一
遍 

 
 
 

超
一
。 

超
一
房 

 
 

さ
あ
、
立
っ
て
。 

一
遍 

 
 
 

今
は
そ
ん
な
気
分
じ
ゃ
な
い
。 

超
一
房 

 
 

人
は
二
本
の
足
で
立
っ
て
い
る
か
ら
人
な
の
よ
。 

一
遍 

 
 
 

じ
ゃ
あ
座
っ
て
い
る
と
き
は
人
じ
ゃ
な
い
の
か
。 

超
一
房 

 
 

座
っ
て
い
る
と
き
は
お
猿
よ
。 

一
遍 

 
 
 

寝
て
る
と
き
は
。 

超
一
房 

 
 

う
し
。 

一
遍 

 
 
 

懐
か
し
い
。 
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超
一
房 

 
 

さ
あ
、
笑
っ
て
。
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
は
一
人
じ
ゃ
な
い
。
何
が
あ
っ
て
も
。 

  
 
 

一
遍
、
立
ち
上
が
る
。 

 

一
遍 

 
 
 

逃
げ
よ
う
と
も
逃
げ
切
れ
ぬ
。
己
が
宿
命
か
ら
は
。
な
ら
ば
俺
は
生
き
る
。 

  
 
 

超
一
房
、
共
に
踊
る
。 

 
 
 

一
遍
サ
ス
（
セ
ン
タ
ー
前
） 

 

一
遍 

 
 

 

い
つ
も
歌
が
、
踊
り
が
心
を
癒
し
て
く
れ
た
。
つ
ら
い
時
も
、
苦
し
い
時
も
。
い
つ
だ
っ
て
そ
う
だ
っ
た
。
つ
ら
い
こ

と
も
、
楽
し
い
こ
と
も
、
始
ま
っ
て
、
そ
し
て
終
わ
る
。
人
生
も
、
い
つ
か
終
わ
る
。
今
を
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
る
。

あ
る
が
ま
ま
に
遊
び
、
あ
る
が
ま
ま
に
寝
る
、
あ
る
が
ま
ま
に
感
じ
、
あ
る
が
ま
ま
に
愛
し
、
慈
し
む
。
与
え
ら
れ
た

命
を
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
、
そ
し
て
死
ぬ
。
太
陽
に
抱
か
れ
、
大
地
に
眠
る
そ
の
瞬
間
ま
で
、
俺
は
全
力
で
歌
い
、
踊

り
続
け
る
。
誰
も
が
命
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
歌
っ
て
、
踊
っ
て
い
ら
れ
る
。
そ
ん
な
日
が
来
る
ま
で
。
信
じ
て
、

信
じ
て
、
信
じ
て
。
歌
い
、
踊
り
続
け
て
み
せ
る
。 

 

Ｎ 
 

 
 

 

河
野
水
軍
の
本
家
に
生
ま
れ
、
仏
門
に
入
り
、
一
切
衆
生
の
救
済
を
願
い
、
歌
い
、
踊
り
続
け
最
期
ま
で
歩
み
を
止
め

な
か
っ
た
男
、
一
遍
、
入
滅
。 

 

ま
ば
ゆ
い
光
の
中
、
一
遍
、
入
滅
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完 


